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はしがき  、 
、本書は、 中等 程度 諸學 校の 高學 年に 於け る 敎科用 書と して 編纂せ b。 而 して 其 分量は 
之を 圖晝 科敎授 時間 內に 課する 者と して、 約 十 時間を 以て 終 ふるものと 假定 す。 た， > 
し、 適宜の 取捨 增減 は、 固より 敎授 者の 隨意 にして、 その 地方 鄕土的 畫談の 如きに 至 b 


ては、 つとめて 之を 敷衍せられ ん 


を 望む。 


二， 美術史 上の 年代 別、 竝に 繪畫の 評語 (例へ ば 疎 逸 •勁拔 など 云へ る 類) の 如きは、 なるべく 

先人の 用語を 踏襲し、 敢て、 妄りに、 私意を 加へ ず。 但し、 生徒を して、 常に 美術史と 通史と 

•  -  .  i- ■ .  .  \ 

の關 係を 忘れし めざらん ことを 要す。 本書、 章 末每に 、年表を 揷入 せる は、 聊か、 此缺點 を 
補 はんとの 老婆心な b。 

三、  揷晝は 、本書の 骨髓 とも 看 倣すべき 者な れば 、なるべく、 多數 ならん ことは、 著者の 希望 
する 所 なれ ども、 印刷 費に 制限 あるを いかに せん。 又、 その 撰擇 に つきても、 なるべく、 代 
表 的 作品を とらん ことは、 固より なれ ども、 印畫の 不鮮明なる は、 遺 慽なが ら之を 捨て 
た り。 されば、 敎授の 際は、 適宜の 方法を 以て、 つとめて 作例を 示されん ことを 望む。 

四、  畫人 逸話は. 悉く 信す 可から ざる も、 一種の 興味を 添 ふる 上 (: 於て、 多少 益な きに 非す 


レし がき 
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二 


ic 


信 t されば、 本書 鼇頭に 於て、 其 二三の 例を 示せ 


り 0 


五、  本書， 編纂の 方法に つきて は、 尙 、研究の 餘地 あるべし。 著者、 自から 揣ら t 本書を 公に 
る 所以は、 た v 隗よ b 始む るの 意に 外なら す。 希く は 大方 博雅の 是正を 俟 つ。 

六、  本書、 編纂に 當 b て、 畏友、 星 野忠直 (帝大 、古典 科 出身) 築瀨 由太郞 (東京 美術 學校 圖畫 師範 
科 出身) 二君の、 熟 心なる 指示 助言に 負 ふ 所 多し。 こ、 に 明記して、 その 厚意を 謝す。 


大正 五 年 十一月 
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原  貫 之 助 著 

第一章 飛 烏 時代 f s ;! £ s K 
我國 、上古 草 味の 世、 未だ 繪晝の 記る すべき 者 あらす。 只、 わ 
づか に、 古墳の 棺樹 、又は 土器な どに、 拙な き 人畜 •紋樣 の 形象 
を 遺 こすの み。 雄 略 天皇の 朝、 百濟 ょり 畫部 、因 斯羅 我を 貢し、 
又 百 濟の歸 化 人、 辰 貴の 晝を 善くす る こと、 史に見 ゆる も、 固 
より 其 筆跡を 徵す るに 由な し。 降つ て欽明 天皇の 朝、 怫敎百 
濟 より 渡来す るに 及びて、 始て 繪晝發 達の 曙光を 見る に 至 
り S。 蓋し 佛敎の 渡来は、 やがて 又、 諸種 ェ藝 家の 朝貢を 促、 が 
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聖德 太子 四 天 
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十五 年 法隆寺 

を 建て 給 ふ 

推 古 天皇 十二 

年聖德 太子 畫 

師の世 業 4. 定 

めて 戶課な 免 

し 給 ふ 


し、 崇峻 天皇の 朝には、 晝エ 白加來 り、 推 古 天皇の 朝には、 百濟 
‘ 王子 阿佐 太子 •高麗 僧 曇徵來 9 ぬ。 なか {: も 曇 徵 は、 彩 晝に巧 
にして、 紙 M 1I 料の 製法を 傳 へきと 云へ ば、 我 繪晝に 益す る 
所 多 かりし や 知るべし。 而 して 本 時代の 中心人物と して、 最 
も 佛敎の 興隆、 美術の 振作に、 力を 盡 くした まひし は、 實に .聖 


德 太子な 


す ( 


聖德 太子 聖德 太子は、 用 明 天皇 第一の 皇子に して、 御名 
を 厩戶と 申す。 資性 穎悟、 博學 多能に して、 推 古 天皇 元年、 其 皇 
太子と 爲りた まひし ょり、 萬 機を 攝 し、 又 深く 佛敎を 信じ、 佛 
像 •寺院の 建立と、 繪晝 の獎勵 とに つとめられし かば、 欽明天 
皇以來 の佛敎 は、 之に 於て、 益， 旺盛と なり、 繪晝竝 に 其 他、 彫塑 
建築 等の 技術 も、 亦蔚 然として 勃興せ り。 
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る 中 1: 畫ェ司 


飛鳥時代の 遺 
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飛鳥時代の 技 

風 


'タチ  ベ 


ついで、 孝德 天皇の 朝、 晝エ泊 堅 部 子 麻 呂._ 魚戶直 出づ、 共 
に佛 晝にエ なり。 是ょ 9 先き、 大 化の 革新 ぁり。 文物 制度の、 唐 
風を 模倣した まふ や、 諸種の 修飾の 爲 に、 繪 事は 更に 其 盛を 
加へ しが 如し。 又 文武 天皇 大寶 元年、 朝廷、 つ ひに、 晝エ 司の 官 

を 設けられた るは、 斯道の 
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飛鳥時代の 遺作と して、 

玉蟲 厨子 繪 •橘 夫人 厨子 t 
天壽國 曼陀羅 •法隆 寺 金堂 
壁 書 「竝に 御物 聖德太 子 御 
影な ど あり。 聖德 太子 御影 

は、 我國 最古の 繪晝 たり。 而 
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本、 美術史 敎 科 * 


四. 
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隋 I : 遣 U マ 
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始て遣 唐 使 ^ 

出す 


奈莨 奠都と 美 
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して 此 時代の 技 風は、 槪 して、 支那 六 朝の 樣 式と、 西域 印度の 
技 風と を倂 せ、 後に 至りて、 又 稍  < 唐 風を 帶ぶ るに 至りぬ。 想 ふ 
に 支那 印度の 樣式を 含める は、 其 技術の、 主として、 是 等流傳 
の 媒介 地た る、 韓 土の 歸化 人に 依つ て、 なされた る、 が爲 にし 
て、 又 其 唐 風を 帶び たるは、 遣唐使な ど 始まりて、 唐との 交通 
繁く なり /: るを 以て、 自ら 其 影響を 蒙りし なり。 
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元 明 天 白！ if 和 銅 三年、 都を 奈 良に 奠 め /: まひぬ。 之ょり 奈良 
朝 七十 餘 年間、 文 華の 盛は、 燦然と して、 咲く 花のに ほふが 如 

V  -  ^  f 

くな りき。 歷代 、行 はれ 來 りし 佛敎 は、 聖武 天皇、 自ら 三 寶の奴 
と稱 して、 熱心に 之を 獎勵 した まひし のみなら す、 光明 皇后、 
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もの 枚擧 する に遑 あらす。 之に 件 


ひて、 繪晝の 面目を 改めた る こと、 亦 前代に 超えたり。 
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桓武 天皇の 平安 遷都は、 奈良 朝の 文化を 擧げ て、 こ ゝに移 
らしめ 9 。爾来、 藤 原 氏 專權の 時代を 經て 、平氏の 滅亡に 至る 
まで、 凡そ 四百 餘 年間、 之を 平安時代と 稱す 。今 之を 概括して 
三 M に 別 か つ ( 


第 I 節 王朝 期？？ S 5 孝 天皇 


代 百〇七 年間 


密敎竝 に 密教 
畫 の 傳來 


大化 革新 以来の 唐 制 模倣は、 平安 遷都を 以て、 其 高潮に 達 
しぬ。 本 期百餘 年間、 政治 •宗敎 •文學 •技藝 •風俗、 其 他 あらゆる 方 
面に 於て 唐 風の 影響せ る 所 少なから す。 わけて 宗敎 •藝 術の 


最澄 (傳敎 大師) 

天台宗な ひる 

む 

空 海 (弘法 大師) 

眞言 宗 4» ひる 

む 


大同 元年 空 海 

唐よ リ歸 朝す 

天 安二 年圆珍 

唐よ リ歸 朝 ' f 


上 (: 於て、 特筆せ ざる \ 


V」 るは、 最澄 •空 海二師 によつ て 


傳來 せられた る 天台 •眞言の 密敎 と、 又 之れ に隨 つて、 新たに 


起り し密敎 式の 佛晝な 


す ( 


蓋し 密敎 式佛晝 は、 其 端を 中 唐に 發せ 


云 ひ、 顯 敎式怫 


晝 と 全然 其 趣を 異にせり。 もと 印度 婆羅門 敎の諸 神を 混じ、 
密敎々 儀の 象徵 として 晝く 者なる、 が 故に、 其圖像 常に 異樣 


にして、 或は 多面 多臂を 有ち、 或は 火炤 につ、 まれ、 龍 蛇を 驅 
使し、 或は 念 怒の 形相を なすな ど、 怖ろ しげなる もの 多し。 而 
して 是等 は、 空 海 •圓珍 等の 歸朝 によつ て、 始めて 唐より 流傳 
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九 


勤 

歲天操 
七 長大 
十四 德 
年 
寂 


空 海 

承 和 二 年 寂 
歳 六十 二 


し來 りぬ。  / 

空 海 空 海は、 世に 名高き 弘法 大師な り。 夙に 入唐して、 密 
法を 慧果 阿闍 梨に 受く。 實に 本朝 眞言 宗 (東 密) の祖 にして、 又 
密 敎式圖 像の 祖な り。 大師、 博學 にして 多才、 敎學の 外、 書晝 •彫 

刻を 能くし M 作す る 所、 頗る 多し。 又 能く 木 筆を 用 ふと 云へ 

*  »  ,  ’ 

り。 大師 唐 (: 在る の 日、 唐人 李眞 をして、 眞言 七 祖の圖 像を 晝 

かしむ。 そのぅち 龍猛 菩薩 •龍 
M 智 菩薩の 二圖 は、 弘仁 十二 年、 
㈣ I 大師の 自作に 係る。 こは 密敎 

大山 

- 噜晝 にあら ざれ ども、 大師 遺作 
| 中の 最も 優秀なる 者と す 。 又 

大師の 師贈 僧正 勤 操 大德の 
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圓珍 

寬平 三年 寂 

歲七 十八 


本 ど 
圖密 
は 敎 
京藤畫 
降 都 原の 
三 敎期例 
世 王のと 
明 護 製し 
王國 作て 
像 寺と こ 
藏 の、 
說 1: 
わ 椹 
れぐ 


肯像 あり。 面貌 姿態、 寫 
生の妙を極む、蓋し大 
師の 筆な らんと 云 ふ。 
圓珍 (智證 大師 I た 


圖晝に 長 じ、 其 遺作 


7y^ 


して 赤 不動 圖.黃 不動 


圖等 あり。 其 他、 眞言 僧侶の 晝 技に 長 t る 者 多く、 屢‘佛 晝の製 
作せられ たるは、 史の 誌る すと ころな り ◦されば 本 期の 遺品 
としては、 これ 等の 佛敎晝 最も 多し。 

I  前代に 職 事の 盛を 極めたり し畫 H 司は、 平诚 天皇の 大同 
一三 年、 遂に 廢 せられて 內匠 寮に 合併せられ ぬ。 之より 晝ェ司 
繪 所の 始め： を. 繪所 と稱 す。 此 頃より、 殿閣の 裝 飾一變 して、 屛風 •障子な ど. 
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七壽河 
十三 成 
二 年 


河 成 曾て 宮中 

1: 於て 從 者の 

面貌 4> 晝きて 

之な 撿 せ しめ 

又 かつて 飛騨 

內 匠と 其 技な 

競 ふ 


巨 勢 派 祖巨勢 

金 岡 


に、 山水 •花 烏 •風俗を かく こと 行は れ來れ り。 嗟峨 天皇の 弘仁 
中、 紫宸殿の 障子に、 支那 賢聖圖 を晝 かしめ、 或は 淸凉 殿の 障 
子に、 見 明 池 •荒海な ど、 晝か しめられた るは、 勿論 唐晝の 模倣 
ならん も、 繪所畫 人の 筆なる べし。 

百 濟河成  この 期、 繪所 以外ょり 出で、、 著名なる 晝 家を 
百濟河 成、 とす。 河 成、 其 先は 百濟の 人な り。 圖畫を 善くす るを 
以て 屢々 召されて、 古人の 像、 山川 章 木な どを 寫さ しめらる 
るに、 皆 生ける、 が 如くな りしと 云 ふ。 蓋し 寫 生に 長ぜし 人た 
るを 知るべし。 

第二 節 藤 原 期 ^ s n s ? 2 i 至 

巨 勢 金 岡 前期の 末より、 本 期の 初に 亘 りて、 名高 かき 巨 
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勢 金 岡 出で き。 金 岡は 淸和 天皇 以後、 五 朝に 歷仕 し、 官 大納言 
に 至り、 仁 和寬平 頃を 以て 盛りと せし 人な り。 かつて 淸涼殿 


の 障子に、 弘 仁以來 詩を 善くす る鴻 儒の 圖像 を晝 き、 又紫宸 
殿の 賢聖 障子を 畫きぬ 。子 公忠 •公望 •相覽 •孫 深 江 •弘 高、 皆晝を 
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> 、世々 其 業を 襲ね、 かねて 又繪 所の 長者た 
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是よ 9 先き、 推 古 天皇の 御宇、 始て隋 唐の 國 交を 修め /: ま 


ひしょり このかた、 二百 八十 餘年、 滔 々として 流れ 來 りし、 か 
の 地の文 明は、 前期 來、 其 極に 達せし、 が、 宇多 天皇、 遣唐使の 制 
を廢 した まふに 及びて、 頓に衰 額す るに 至りぬ。 而 して 支那 
文明の 杜 絕衰頹 は、 や、 がて、 又 我國風 文化の 開發を 促が すの 
起因と な 9、 宗教 •文學 •藝術 等、 まづ其 影響を 受けて 一變 し、 折 


から 當 代の 優美なる 思想に 砥礪 せられて、 こ 


所謂、 一種 
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の藤原式、和獴なる者を生するに至りぬ。乃ち巨勢派忮是等 
和 樣繪畫 、最初の 代表者た 9。 蓋し 和畫 、卽ち 倭 繪の眞 の 典型 
は、 金 岡 以下 父子 繼 承の 間に 次第に 成熟せ しならん。 
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院賴天 な 災事佛 
な 通 喜  す I こと 敎 

建 宇 元  1こ もし （；!： 

つ 治 年  至 亦疾祈 

平 藤  る 之病禱 

等 原  を變な 


佛 敎の國 俗化に 勉め しか ば、 惠心の 浄土 敎 と相俟 ちて、 しき 

り. に 朝野に 行 はれ /: り。 されば、 此 ころ！！ 紳 貴族に L て 弗 堂 

一 

寺院の 建立を 競 ふ 者 ぁ 9、 つ ひに 朝廷の 儀式に も、 多く 佛事 
を 交へ たま ふに 至れり。 

佛敎の 隆盛、 かくの 如くな りし かば、 隨つて 佛晝の 需要の 

頻繁に して、 其 製作の、 いかに 夥たゾ しかりし かは、 推して 知 

* 

藤ら るべ し。 この頃 佛畫專 

原 

普 東㈣ 門の 繪佛師 て ふ 者 出で 
S 詩 f  来りぬ、 この 繪佛師 始め 

像 博な 

±) 物“ て 僧綱の 補任を 受け、 晝 

半 II 純 

娜藏㈣ 家、 僧位を 受 くるの 新 例 

,  書  >  3J  〇 

を 開きぬ 


繪佛師 の 始め 


畫家 僧位 4> 受 

くろ 始め 
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六 


? 


宅 磨 派 

宅 磨爲成 鳳凰 
堂の 扉な 畫く 
1: 巨 勢弘 高と 
遲速な 競 ひ爲 
成 U 一日 I : し 
て 畫き 終る 


鳥 羽覺猷 

保 延六年 寂 

歳 八十 A 


繪佛師 の 一に、 春 日繪所 ぁり。 宅 磨 派と 云 ふ。 巨 勢 派 以外に、 
別 (: 怫晝の 一派を 樹つ 。宇治 平等 院 鳳凰 堂の 壁 晝釋迦 八 相 
圖竝に 阿彌陀 九 品來迎 圖を畫 きしは、 卽ち斯 派の 晝家爲 成 

の 筆 (: 係る。 

覺猷 僧侶に して 畫 技に 長す ろ 
者 源 信の 外、 覺猷 ぁり。 覺猷 は、 世に 鳥 
羽 僧正と 稱 す。 宇治 大納言 隆國の 子 
なり。 少 にして 覺圓 大僧正に 就て 學 
び、 鳥 羽 上皇の 殊遇を 受け、 官 大納言 
に 進 今 延曆 寺の 座主と なる。 僧正 專 
ら 倭 晝を 作り、 人物を 善くす。 戲 事を 
晝くに意を寫して形似を求めず。又 
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七 
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八 


繪卷 物の 始 


土 佐 派の 始祖 

藤 原 基 光 


藤 原隆能 

隆 能の 晝 面貌 

の 描法 織 巧 1: 

して 眉目 鼻口 

ロ ハー 線 4- f IJ i* 

るの み 故 1- 其 

形 1: 由て 之 4* 

引目 鈎 鼻と 云 

ふ 


晝 馬に 妙を 得たり と 云 ふ。 其 遺作と して、 志 貴 山 縁起 繪卷 (二 

<  I  •  »  ^  V  .■-  -  •  I ,  . 

卷) 鳥 獸戯晝 (三 卷) 等 あり。 筆致 著 想、 奇警に して、 其 間 自ら 滑稽 


を寓 す。 後世 滑稽 晝を 指して、 鳥 羽 繪と云 ふは、 これに 基く。 

藤 原 基 光 堀川 天皇の 御宇、 畫家藤 原 基 光出づ 。基 光は、 藤 
原 鎌足の 違 裔 にして、 晝系 、巨 勢 公望に 出づと 云へ ど、 もとょ 
り詳 かならず。 後世、 狩 野 派と 相竝 びて、 倭畫の 盟主たり し 土 
佐 派は 實に基 光を 以て 始祖と す。 基 光に 次いで、 近衞 天皇の 
御宇、 藤 原隆能 あり。 春 日の 繪 所に 補せられ、 春 日を 以て 稱と 
す。 但し 基 光と 隆 能とは 其 家を 異にする を 以て、 世人 或は 隆 
能を 以て 土 佐 派の 始祖に 擬す 。隆 能は 源氏物語 繪 巻の 筆者 
して、 其 名顯 はる。 源氏物語 繪卷 は、 今 三卷 を存 す。 名高 かき 


として、 其 名 1! はる 氏 物 詰 鎗笮は 今 三笮を 有 j 名 
紫 式部の 源氏物語を 晝 きし 者に して、 其 筆致、 婉 美を 


返 办 t こ 


(筆 能隆原 藤） 段 一の 木 柏 卷繪語 物 氏 源 
藏氏 親義川 德爵侯 


く、 屏 M 辖 •扇 繪其他 さま 


り。 蓋し 藤 原 氏 華奢 文弱の 反映を 
寫 せる 者な らん。  / 
藤 原 氏、 前後 百 四十 餘 年間、 其 富 
貴榮 華は、 ま /: 日常 玩賞的 繪畫の 
發達を 促が しぬ。 蓋し 此時代 は才 
媛頻々 として 輩出し、 或は 文學に 
長 じ、 或は 繪晝に 巧なる 者 多 かり 
しか ば、 是等 女性的 趣味に 因つ て 
發 案せられ たる 者 も 亦 多 かるべ 
< の 玩賞的 作品 出で 來 9 ぬ。 


第三節平家期 ^ ^5 5 :4 | ^ 
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は 亦 能く エ藝界 百 代の 模範た るべ し。 

土 佐 派は、 本 期の 初に ぁたりて、 古 土 佐の 巨擘、 藤 原 光長 出 
でぬ。光長、其父祖の傳歷を詳にせず。或は藤原隆親の男とも 
いへ り。 其 遺作、 伴 大納言 繪詞 (三 卷) 病 草子 繪卷 (一 卷) 年中行事 
繪蓄六 十卷) 粉 川 寺 緣起二 卷) 等 ぁ 9。 年中行事は 後白河 院の 
勅に より 畫 きし 者に して、 六十 卷 ありき と 云へ ど、 今は 若干 
の 模本を 殘す のみ。 伴 大納言 繪詞 は、 貞觀八 年 件 善 男の 應天 
門を 燒 きし 事蹟を 畫 きし 者な 9。 光長の 筆は 勁崚 にして 隆 
能と やゝ其 趣を 異にし、 其 技 風は、 寧ろ 鎌倉時代に 屬せ り。 
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第 四 章 鎌倉時代  一一 五 


日と 以佐經  藤 
派 稱前派 隆寬原 
之す 4*  I こ 以元經 
れ 卽古對 後頃隆 
力： ち 土し の 
り 春 佐 其 土 


土 佐 派 


土 佐 邦隆 

文 永 頃 

土 佐長隆 

永 仁 頃 


土 佐吉光 

正 安 頃 


藤 原 基 光に 起り し 土 佐 派は、 世々、 春 日を 以て 稱 とせし が、 
藤 原經隆 の、 土佐權 守に 任ぜられた るょり、 春 日を 改めて、 土 
佐と 稱す 。乃ち 土 佐 派の 名稱 、こ  >  に 起り ぬ。 經隆に 西 行 物語 

(二 卷) 御物、 百鬼夜行 圖 二 卷) の 作 あり。 
經隆の 子に 邦隆 あり。 邦隆の 弟に、 長 
隆 あり。 長隆 、御物 蒙古 襲 來繪詞 {一一  卷 
子 長 章との 合作) 土 蜘蛛 草紙 二卷) 竝 
に住吉 物語 等を 晝く。 蒙古 襲 來繪詞 
は、 永 仁 元年、 肥 後の 人、 竹崎季 長の 蒙 
古擊 攘の戰 功を 子孫に 遺さん とて 
長隆 父子を して 晝か しめし 者と 云 
ふ。 土佐吉 光は、 法然 上人 行 狀繪圖 (四 
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法 住  法 
正眼 建 吉年延 眼 
安 圓仁慶 八文淨 
頃 伊 頃 恩 十元賀 

二 年 


藤 原信實 

文 永 二年卒 
歳 八十 九 


十八 卷 、圓光 大師 一代の 晝傳 にして、 世に 勅修御 傳と稱 す) 法 
然 上人 繪傳 (二 卷 、法然 上人 行 狀繪圖 に 同じ) 一遍 上人 繪詞傳 
(十 卷 、時宗 開祖 一遍 上人、 布敎の 事蹟を 畫 く) 等を 畫 く。 但し 法 
然 上人 行 狀繪圖 は、 吉 光の 外、 邦隆 •行 光 •長 章等數 人の 合作に 
係 かる。 

土 佐 家、 以外の 土 佐派晝 家に して、 大家 少 からず、 藤 原信實 
I は、 肯像晝 の 巨擘、 藤原隆 信の 子に して、 和歌に 巧に、 又 圖晝に 
長す。 其 遺作に、 北 野天 神緣起 (八 卷、 菅公 一代の 事蹟を 晝 ける 
者に して、 根本 縁起と 稱 せらる) 紫 式部 日記 繪 (三 卷) 等 あ 9。 

I  / 

法眼 淨賀 は、 信 州、 康樂 寺の 僧な り。 親鸞 上人 傳繪 を晝 く。 住 
吉慶 恩は、 攝 州、 住 吉の繪 所と 云へ ど、 詳なら す。 其 遺作 平 治 物 

語 (三 卷) 當麻曼 荃羅緣 起 (二 卷) あり。 法眼 圓伊 は、 I 遍聖繪 (十二 
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1 孓 3>犮 


(筆 伊圓眼 法） 部 一の 卷一第 繪聖遍 
藏寺 光喜 歡條六 都 京 


像 肯實信 原 藤 


御物 春 日 明 神驗記 
春 日 明 神齋宮 女御 
の 夢の 枕 I : 立 r: -cc 
ら る、 段 

(高 階隆兼 筆) 


北 野天 神緣 起繪卷 
恩賜の 御衣の 段 
(藤 原信實 筆) 
京都 北 野 神社 藏 
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二 八 


高 階隆兼 
延慶頃 


卷 、一遍 上人 繪詞傳 に 同じ) を晝 けり。 高 階隆 兼は、 春 日、 又 土 佐 


LC 


稱 す。 繪所預 に 補 せらる。 春日隆 親の 男と も 云へ ど、 詳な 


す。 其 作、 御物、 春 日 明 神 驗記〇 一十 卷、 奈良春 日 明 神の、 靈驗顯 著 
なりし 事蹟を 晝 く) は、 隆兼 畢生の 大作たり。 隆兼 、又 石山 緣起 


(七 卷 中の 三卷) の 一部を 晝 


〇 


以上は、 皆當 代の 巨匠に して、 其 怍 品は、 とり 


に 特色を 


似綣 (肖像 畫) の 

發達 


有す。 平 治 物語の 悽愴な る、 北 野天 神緣起 •春 日 明 神驗記 等の 
壯麗 なる、 一遍 上人 繪詞傳 、或は 一遍 聖繪 等の、 鎌倉時代の 風 
俗と、 背景 山水の 妙と を盡 せる、 其 非凡の 手腕は、 後世 また、 か 


の如き者ぁるを見す。 

.平安朝の 頃、 百濟河 成、 が、 從 者の 面貌を 晝き 、弘法 大師が、 眞 
言 祖師の 影像を 畫 きし、 が 如き、 一種の 肯像晝 ありし かど、 未 
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二 九 


影 御 皇法河 白 後 
筆 信 隆原藤 
藏寺護 神 雄 高 城 山 


像 肯朝賴 源 
筆 信 隆原藤 
藏寺護 神 雄 高 城 山 
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だ 専門的に、 斯道に 長 ぜる者 あら ざり き。 本 時代に 及びて、 藤 
原隆信 父子 輩出して、 大に 斯道の 長 技を 發 揮せ り。 隆 信は 藤 
原 爲隆の 子に して、 左 京 太夫に 任ぜら る。 和歌を 善くし、 能く 
寫眞に 長す。 其 遺作、 平 重 盛 •源 賴朝 •藤 原 光能 等の 背 像は 著名 


なり。 女、 右京 太夫、 また 畫を ょくす。 男、 信實 は、 北 野天 神緣 起の 
筆者に して、 また 寫眞 家の 譽を馳 す。 曾て 順 德院の 御 時、 淸 凉 
殿に 於て、 御歌會 ありし を、 信實 之を 圖す るに、 一々 列席 群臣 


藤 原隆信 

元久 元年 卒 
歳 六十 四 


/ 


藤 

歲建原 
三 永 頁 
十元經 
八 年 
薨 


動物 ® 


藤 原 基 通 

天福 元年 薨 

歳 七十 四 

佛敎畫 の變遷 

と 磾宗の 傳來 

安元 元年 源 空 

淨士宗 を 開く 

元 仁 元年 親鸞 

淨土 眞宗な 開 


の 生を 寫 せり。 又承久 三年、 堀 河 天皇 御 落飾の 御 時、 召されて 
其 御影を 寫し 奉りき と 云へ り。 遣 作 三十 六 歌仙 圖は 、同圖 中 
の 模範たり。 信實 、子 爲繼 、孫 伊信 •爲信 ぁり。 各々 箕裘 を紹ぎ て、 
肯像晝に長す。 

本 時代、 牛馬の 畫を 作る 者 出で 來た 9 ぬ。 尙武の 反映なら 
ん 。中に も 藤 原良經 (後 京極攝 政) は、 馬を 晝 き、 藤 原 基 通 (普賢 寺 
攝政) は、 好んで 牛を 晝く 。時人、 其 妙に 服して、 普賢 寺 殿の 牛、 後 
京 極 殿の 馬と 倂稱 せりと 云 ふ。  . 

佛晝 は、 本 時代に 及びて 著しく 遷變 せり。 天台 •眞言 二宗の 
說く所 、高遠 (: 馳せ て、 俗耳に 入り 難く、 しかも 漸く、 其 弊を 生 
ぜし かば、 此 間に 在つ て、 修行 容易の 新 宗教の 起る は、 蓋し 自 
然の 勢な り。 此 傾向は、 曩に惠 心 僧都に 由て、 其 端を 發せ しが' 
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三 二 
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來化 

(建 長 寺 開山) 


次いで 浄土宗 (源 空) 浄土 眞宗 (親鸞) の 興起と なりて、 其 流布 益 
盛な りし かば、 隨 つて、 佛畫も 自ら 變 化せざる を 得ず。 されば、 
前代に 盛な りし 密敎晝 は 浄土 敎晝に 其 地位を 占められて、 
つ ひに 顯密兩 晝の渾 化を 来たしぬ。 かくて 禪宗 の傳來 は、 更 
に 又此畫 に一轉 化を 與へ 、其 命題 意義、 共に 改まりて £ た 禮 
拜的 佛晝を 見る を 得ざる に 至れり。 

禪宗は 鎌 倉 幕府の 初、 榮西 •道元に 由つ て、 率先 傳 へられた 
り。 其後禪 僧の 彼 地ょり 來 化し、 又 我ょり 請 益す る 者、 頗る 多 
かりし、 が、 しかも 是 等の 影響は、 啻に 佛晝 に一轉 化を 来さし 
め /: るの みならす、 其禪 僧の 戲墨 は、 端な くも 東 山 時代 水 墨 
晝の 起源を なしき。 

禪 僧の 將來品 などに、 感化せられ たるに や、 宋 朝の 晝風 、い 
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之を 宅 磨 派と す。 勝賀 •榮賀 の 二人 尤も 著は る。 但し 平安朝 6 
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仁 延曆嘉 文 天 


治應仁 禎曆福 


北 條泰時 


北 條經時 


北 條時賴 


代 


後二條 


花  園 


後醍醐 


倉 


四條 


〇 

1 


3 
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佛歎畫 
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在来の 佛敎畫 は、 京都 •奈良 地方の 社寺 繪所 、巨 勢 •粟田口  •春 
日な どの 晝人 、之を 製作し、 なほ 餘喘を 保ち /: りけん も、 大 勢 
は 旣に轉 じて 其 精神を 失 ひぬ。 而 して 之に 代 はれる 禪宗式 
佛畫 は、 主として 道釋 人物、 例へ ば釋迦 •文珠 •達磨 •布袋な どの 


/  3  5  f - *  /  ^  7  ^ 


明 兆 

永享 三年 寂 
歳 八十 三 

明 兆 老母 淡路 

I : 在りて 病 I : 

臥す 一た び 兆 

4* 見ん と 欲 - r 

時 1: 兆 五百羅 

漢な晝 く爲 1: 

自己の 肯 像 ^ 

畫さ 之を 送り 

て 母の 心 4* 慰 

め 吾と 云， 4 


禪宗の ，興隆と 

宋 元漢畫 の 勃 

興 


如きを 以て 題材と し、 其 目的の 必ずしも 禮拜 的に あらざる 
が 故に、 鑑賞 的繪晝 との 區別 、殆ん どなき に 至れり。 

明 兆 禪宗式 佛晝の 代表的 大家を、 明 兆と す。 明 兆は 淡路 
の 人に して、 吉 山と號 す。 東 福 寺に 入りて 僧と なり、 應永 中、 そ 
の 殿 司と なる。 仍 りて 兆 殿 司と 稱す 。其 作る 所 巨 幅 多く、 曾て 
相國 寺の 法 堂 天井に、 十餘 丈の 大 龍を 畫 き、 又 東 福 寺に 於て 

五 涅槃の 巨圖を 作る。 明 兆 


夏， ,^ V  - . 


百 


の 晝は李 龍 眠 •顔 輝の 法 


畫 M ( 格を 學び 、其宋 元 怫晝を 
| 大成せ るの 妙技は、 本朝 

幅 寺 


中 

の 


藏 


第一と 稱 せらる。 

禪宗 は、 直 指頓悟 を 旨 
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京都 及 鎌 倉の 
五山 十 剎南禪 

寺 大德寺 等し 

去り I : 建立 -t£ 


道元、 道隆 、祖元 、 

子 曇、 一山 皆畫 

4» 善くす 


TC 


し、 簡 捷靈活 、自ら 思惟 學修に 乏しき、 當時武 辨の氣 虱に 相 


投ぜ しか ば、 本 時代に 及びて、 其宗化 益  <揚が り、 足利歷 代の 將 

•—‘  4.  ,  . .  .. .- .*  •  • 

軍を 首と して、 其 他、 武人の 之れ に歸 依す る もの 甚だ 多 かり 
き。 しかも、 碩學 •高僧、 多く 禪 門に 出で、 當 時の 文化は 是 等の 人 

, ' .  y.  へ.：！ .# /  • ン  、 

人に ょりて 支配 ぜらる ゝの觀 ぁり しか ば、 禪宗の 流行は、 や 

I,  V  ;  、  .  ：. 

、がて 又 武人の 思想 好尙を 一變 せしめ、 ひいて 繪畫の 一大 革 

✓  '  /.  i 

新を 來た すに 至りぬ。 

,  *r  •  .二-、 

I  V  /  •  V.  ‘  f  r 

繪畫の 一大 革新とは、 何ぞ や。 繪 畫に對 する 一般の 嗜好の、 
自ら 灑洒 •淸 淡の 者に. 向 ひし こと、 之れ なり ◦蓋し 之れ 前代の 
始め、 來 化せる 禪 僧の、 法悦の •餘 技と して、 戲 墨を 試みし に 淵 
源し、 ついで 舶載 支那 晝に 刺戟せられ、 又 前述の 如く襌 宗的 
趣味の 高潮せ る 結果に して、 かくて 巨 勢 •土 佐な ど、 倭 繪の纖 


なの 阿 文人 畫る記 君 
る 唐彌明 に 家 當じ臺 
物 足 十 上 百 時誌觀 
奉 利一 る 五の さ 左 
行義年  十 支れ 右 
と 政 相  六 那た帳 


穠 艶麗なる 晝 風は 漸く 省みられざる に 至れり。 

繪畫、 が 其 外形に 於て、 灑洒 •淸 淡に 向 ひ、 水 墨 章 略を 尙 びし 
と共に、 又 其 著 想に 於て、 靜寂 •括 淡と なり、 また 其 題材に 於て、 
過去の 拘束を 脫 して、 自由に、 且っ 廣く 、山水 •花鳥 •風月 等、 自然 
界の 描寫を 以て、 喜ぶ に 至りし かば、 在来の 一種の 實用的 意 
義に なれる 繪畫 は、 更 まりて 純然たる 美術的 賞 鑑晝の 出現 
となりぬ。 

弘 安の 役 後、 中絶せ し外國 との 修交は、 足 利 氏、 明との 交通 
に 因て 復舊 し、 又 僧侶 •商 估の、 私に 渡航して、 彼 地の文 物を 輸 
入し、 美術品を 齎ら，」 ゝか ば、 當 時繪晝 の流傳 せる こと、 非常 
に夥 たゾ し。 加 ふるに 足 利義滿 •義政 等、 華奢 風流を 極め けれ 
ば、 建築 •造 庭 •茶道 •聞 香 •揷花 等の 諸 技と 相俟って、 晝 幅の 賞鑑 
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支那 畫 U 當時 
社交 上の 贈答 
品と して 盛ん 
1: 用ゐ られ將 
軍 家への 獻上 
sg 又將軍 家ょ 
りの 拜頜品 等 

重 1: 支那 畫か 

用 ひ r: リ 

晝 1: 印識 畫賛 

4* なすこと 流 

行す 


如 拙 

應永頃 


周 文 

永應頃 


裝潢 •粧飾 等の 方式を も 生じぬ。 而 して 是 等の 方式は、 遂に 現 
代に 於け る繪 晝賞鑑 法の 儀範と なれり。 

禪宗的 趣味に 胚胎し、 足 利將軍 家の 好事に 扶掖 せられ、 支 

那 舶載 晝に 刺戟 せら 


.-4  7 

fi&fi 

t >JL T ^i ?s 


5 % .: \4 


三 ■、 れた る宗元 漢書は、 應 

益 岩！ j 

齋崎- 永 以後に 勃興して 文 
5 明 前後を 以て 其 盛時 

筆 氏  2 達せ 90 而 して 禪僧 


戲 墨に 一轉 化を 與 


て、 行 家の 技と なし、 は、 京都 相國 寺の 僧 如 拙な りと す。 如 拙 
南宋 院體の 馬 遠 •夏珪 •牧溪 、或は 元の 顔 輝を 學 びて、 宋 元の 風 
格を 得たり。 同じく、 相國 寺の 僧に して、 周 文 あり。 彫刻を 善く 


御 左な 床  中  中  中 
飾 右れ 飾 文 尾長 尾 文 尾 
記帳る の 明眞祿 眞安眞 
U 記 君 儀 永 相 文 藝文能 
眞竝 臺範正  明  明 
能に- 觀 と 


し、 また 晝 技に 秀づ 。如 拙を 師と して 出藍の 譽 あり、 宋元 諸家 
の 蕰奧を 極む。 雲 谷 •狩 野の 諸家を して、 宋 元の 堂奥に 上る を 
得しめ、 以て 東 山 時代の 斯藝を 大成した るは、 畢竟 周 文の 力 


な 


周 文の 門に、 小 栗宗丹 あ. 9。 足利義 政に 仕へ、 特に 山水に 長 
ず。 周 文より 潤に して、 雪 舟より 柔な りと 稱 せらる。 狩 野 派の 


r? '-' . -'.- t' 一 

m. 


_ 左 京 

1 右 都 
U 德大 
)m 山德 

曾 臨 寺 
我濟養 
蛇 三德 
足幅院 
澤對藏 
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祖 、正 信は、 實に宗 丹よ 

出づ。 


周 文 門下と して、 又 中 
尾眞能 (能 阿彌) 真 藝 (藝阿 
彌、 眞能の 子) 眞相 葙阿彌 、| 
眞藝の 子) あり。 俱に 書晝 


三 九 


小 栗宗丹 

藤一一 頃 


畫 U 後 此な眞 
と對の 時り 相 
云し 明の  二 
ふて 淸南 人 
古南 畫 の 
南晝を 著 


曾 我 蛇足 

文明 十五 年 

歿 


啓 書記 

文 明大 永 


を 能くし、 和歌に 巧な り。 牧溪を 慕へ りと 云へ ど、 其 遺作 寧ろ 
南畫に 近し。 

眞能 •眞藝 •眞 相、 又古晝 器物の 鑑識に 通じ、 茶 事 造 庭に 精は 
しかりし かば、 父祖、 相次で 斯藝を 以て 足利義 政に 仕 ふ。 

もと 明の 歸化 人と 稱 する、 曾我秀 文の 子に、 曾 我 蛇足 ぁり。 
父に 學び て、 道釋 人物 及 山水 •花鳥を 善くす。 畫系 は、 固ょり 宋 
元、 李 龍 眠 •顔 輝に 出で /: り。 蛇足を 祖述す る 一派を 曾 我 派と 
云 ふ。 

鎌 倉に 於て 別 (: 宋元 風の 一家を 起せる を、 啓 書記と す。 啓 
書記、 名は 祥 啓と 云 ひ、 相模の 人な り、 (或は 野 州の 人と 云 ふ) 建 
長 寺の 書記た るを 以て、 啓 書記と 稱す 。晝系 周 文に 出て、 道 f 
人物 •花鳥 •山水に 長 t 文明 十 年、 京洛に 上りて、 藝阿彌 を訪 ひ、 
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藏院壽 曼都京 （筆 舟 雪 僧） 圖水 山景夏 

ノ^ if  ん 反€^-、 


つ 卿  へ 

纏 


.  -f 


-  .. 


人. • 


, 


/  〆  ♦  / 


/  ' : 


- 


- 


ハ. 


ぐ 


メ  ぐ 


-  , 、 ， 


八、.： > 


. ^  . - 

^  ^  -  —  ■へ'...-  'ぺ . .'  -厂 . 、 ' . 

'  .  、 ゞ 、 

,  へ 


,>  < 


: - 


■ 


.•こ.'- 


り 宇 赤  雪 
郡 濱壽永 舟 
三 a 八 正 
須今 十三 
村の 七 年 
な 都  寂 


相 府所藏 の 古名 畫を 見、 之を 模す るを 得て、 爾來 技大に 進み 
きと 云 ふ。 

雪 舟 宋 元の 畫 風ょり 出で ゝ 、別に ' 一格を 爲 し、 曠古の 晝 
聖 として 百 代の 具 瞻を恣 にす るを、 僧 雪 舟と す。 雪 舟、 名は 等 

揚と云 ひ、 備中 赤濱の 人な り。 少 にして 
雪 僧と なり、 壯歲 、相國 寺に 入り、 周 文 {: 就 
£ て 畫を學 ぶ。 應仁 元年、 入 明して 四 明 天 
童の 第一 座と なる。 雪 舟 明に 在る や、 能 
晝を 求めて 師とな さんと せし に、 意に 適する 者な かりし か 
ば、 明國 自然の 山川 草木を 以て、 我師 とし 激勵 怠らす、 其技大 
に 進む を 得たり と 云 ふ。 蓋し 雪舟の筆は、 老 勁蒼雅 、宋 元の 精 
粹を盡 し、 しかも 其 妙處に 至りて は 之を 天性に 得たり。 尤も 
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雪 舟 幼時 僧と 

なり 經卷 4* 事 

とせす 一朝 師 

僧 怒りて 雪 舟 

4* 堂 柱 r- 縛す 

雪 舟 脚の 大拇 

指 4- 以て 涙を 

點じて 鼠 ^ 堂 

板 1: 畫 く勢恰 

t 活鼠 奔走の 

體 r- 似 ?: りと 


地 村人 雪 
方の な 村 
I こ畫 りは 
多 風 故 磐 
し 東 I こ 城 
北 雪の 


狩 野派祖 狩 野 

正 信 

延德二 年 唆 
歳 三十 七 


雪舟筑 前蘆屋 
ハ 金の 圖案な 作 
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山水に 長 じ、 人物 花鳥 之に 次ぐ、 曾て 山水 畫卷を 作る に、 全長 
五丈餘 、或は 層 巒疊嶂 の 趣を 晝 き、 或は 平 遠 萬 里の 樣を寫 し、 
縱橫に 揮灑し 去りて 景 象の 變化盡 くる 所を 知らす。 眞に天 

来の 妙技を 發揮 せり。 雪 舟、 また 能く 
減 筆晝に 巧な り。 人物 •牛馬、 ょく 一筆 
を 以て 形を なす。 此法、 蓋し 雪 舟の 創 
意になる と 云 ふ。 

ノ 雪 舟 門人 多く 又 其 技 風を 慕 ふ 者 
多し。 中に 等 觀秋月 •拙 宗等揚 •雪 村 等 

ぁり。 雪 村 尤も 祓 群の 譽 ぁり。 

狩 野 正 信 宋元 漢書ょり 出で、、 
我國の 一大 晝派 となれ るを 狩 野 派 


狩 野 元 信 

永祿 二年疫 

歳 八十 四 


とす。 狩 野 派の 始祖を、 狩 野 正 信と 云 ふ。 其 先は 藤 原 氏に 出で、 
世々、 伊豆 國狩野 村に 居る を 以て 氏と す。 足利義 政に 仕へ て、 
其 近侍たり、 畫は如 雪 •周 文を 主と し、 又 小 栗宗湛 の 敎を受 く。 
され ども 正 信 早世し ければ、 眞に狩 野 派の 法 格は 子、 元 信に 
於て 大成せ り。 

狩 野 元 信 元 信は、 正 信の 長子に して、 所謂 古法 眼 元 信 之 
れ なり ◦足 利義 澄に 仕へ て 近侍た 9。 元 信、 小栗宗 湛を師 とし、 
學ぶ こと 父に 過ぐ。 其 晝を 作る こと、 溫良 にして 細密、 滋 潤に 
して 淸秀 、山水 •人物 •鳥獸 •花木 俱に妙 處を窮 む。 曾て 其 晝を明 
國に 送りし に、 日本 五 百年 來か つてな き 所の 品な りと て、 明 


人大に 驚きし と 云 ふ。 抑ゼ 信、 夙に 狩 野の 家風を 創始せ 

/ 

雖も 、中頃に して 病歿し、 未だ 大成す るに 至ら ざり しか ば、 元 
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て じ 血と り 手 時 元 
相 又 族 狩 故 光 土 信 
涩畫 |こ 野 U 信 佐の 
清 派 於 派 土の 派 妻 
I こて と 佐 女のは 
り 於 混は 派な 名當 
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信 其箕裘 を紹ぎ 、天禀 の 偉才 
J ,¥: は、 能く 前人の 長所を 攢 めて 

.一^ 妙 

il*: t 之を 渾融 し、 以て 狩 野 派の 法 
1 M 格を 完成せ t 
信 _  元 信、 又繪卷 物に も 長 じ、 其 

澤藏 

遺作栴 檀瑞 像緣起 (五 卷) 酒 顧 

童子 畫卷 (三 巻) 等 ぁり。 蓋し 元 信は 土 佐 派を 研究し 其 著 色 法 
を 取つ て、 之を 漢書に 施す ことを 工夫し、 以て 一 種 倭漢混 淆 
の 折衷 體を 始めたり ◦元 信より 子孫 代々 相傳 へて 德川 三百 
年間 書院の 主權を 握れり。 

巨 勢 派は 平安朝 このかた、 重に 怫畫 家と して 續きた りし 
が、 本 時代、 飛彈守 惟久 •巨 勢 行忠等 出で' 繪卷 物を 畫 けり。 惟 


元 信 金工 家 後 
藤 友 乘の爲 1: 
彫刻の 圖案な 
作る 


巨 勢 土 佐 派 の 

衰微と 繪 ，巻 物 

の ® 滅 


飛彈勢 守 惟久 I 久の 遺作に、 八幡 太 郞繪詞 (三 卷 、又 後三年 合 戰繪詞 と 云 ふ、 後 

三年の 役、 源義 家の 武功を 晝 く) 破來頓 等繪卷 (一 卷) あり。 行忠 
の 遺作に、 弘法 大師 行 狀記干 二卷) あり。 而 して 行忠以 後、 巨 勢 
派は、 また 振は ^ 。 

土 佐 家は、 吉 光の のち、 七 代を 經 て、 土 佐 光信を 出 だし、 晝名 
一代に 高 か ゝり しか ど、 其 孫 光元の 永祿 十二 年、 三 好 長慶の 
亂に戰 死して ょ 9、 遂に 晝系 血族 俱に 亡びぬ。 

土 佐 光信  土 佐 光信  光信は、 土佐廣 周の 嗣な り。 右近 將監に 任じ、 繪 
歳 九 千 一- 所 預に補 せらる。 晝法を 父に 問 ひ、 深く 古 土 佐の 筆蹟を 究め、 
別に 一格を 出せり。 尤も 金 碧の 彩畫に 長ず。 其 遺作の 重なる 
もの 天神 緣起 (三 卷 、文龜 三年 成れる を 以て、 藤 原 信實筆 根本 
一緣 起に 對 して、 文龜 本と 稱す) 清水寺 縁起 (三 卷) 京都 禪 林寺融 
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誓願 寺 緣起聖 

德 太子 繪傳 U 

繪卷 物 1: わら 

す 掛幅な り 之 

れ繪卷 物の 形 

式 4. 變 化 -tf し 

始 な り 


通念 佛緣起 (二 卷) 等 ぁり。  ， 
奈良 •春 日の 繪所藤 原 行秀 ± 佐 光顯の 孫、 光行の 子 
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ふ) 同じく 春日繪 所、 粟田口 隆光 (或は 土 佐 光顯の 子と も 云 ふ) 
土 佐 行 光 (光顯 の 子) 等の 合作に なりし と 云 ふ、 山城 淸凉 寺の 
融通 念 佛緣起 (三 卷、 聖應 大師 良 忍の、 融通 念怫勸 進の 事蹟を 
畫 ける もの) は、 秀祓の 作と して、 本 時代 繪卷 中の 白眉たり。 

此 時代 繪卷 物と して、 土 佐 家、 又は 土 佐派晝 家の 遺作 頗る 
多し。 福 富 草紙 (二 巻) 佛鬼 軍繪卷 (一 卷) なよ 竹 物語 (一巻) 直 幹 申 


文繪詞 (一巻) 誓願 寺 緣起〇 一幅) 御物 聖德太 子繪傳 (四 幅) 等、 一々 

擧ぐべからず。しかれども、畫品次第に低下し來りて、また昔 
日の 如くなら す。 しかも 宋元 新興 晝は 、勢力を 得來 りぬ、 土 佐 
家の 頹勢は 如何と も詮 すべな かり けん。 繪卷 物は、 御伽 草紙 
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狩 

ふ る拔 經試秀 
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1 こ のす* む 吉 

年 正 永 

足氣と 草 又 

四十 德 

る象雖 々戲 

十八 

と〜 も 意 墨 

八 年 

云 見 雄を^* 
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離の 美を 以てせ 9、 隨 つて、 其 他 寺院 •諸侯 •大 夫の 邸舍 等、 亦續 
々建築せられ、 皆 金 壁を 以て 飾られたり。 爲に 繪晝の 面目を 
一變 し、 前代 未だ 見ざる の壯 觀を呈 せり ◦而 して 此 時代に 適 

應し、 能く 秀吉の 意を 受けて、 其 志を 
なし、 豪華を 形 彩に 現は したる は 狩 

琴 

^  野 永德な 9 き。 

11# 京  狩 野永德 永德 は、 元 信の 孫に し 

障 都 

て、 狩 野 氏 五代の 人な り。 敎を 祖父 元 
㈣藏 信に 受 く。 始め 織 田 信 長に 仕へ、 安土 

永 

德 城の 天主 閣に晝 きて、 其 名 あらは る。 

筆 

織 田 氏 t びて 後、 豐臣秀 吉に仕 ふ、 大 
阪 •桃 山 •聚落 等 殿 含の 障壁に、 彩 筆を 


天 正 十二 年大 
坂 城 成る 


狩 

卒寬野 
年 永 山 
七十 樂 
十一 
七 年 


海 北 友 松 

元 和 元年 卒 

八十 三 


揮 ひ、 金 碧 燦爛たる 大書を 作りき。 その 大規模なる は、 晝 中の 
松 •梅、 長さ 十 丈、 二十 丈に 達し、 人物の 高さ、 三 四 尺に 及ぶ ◦又 藁 
筆を 用 ひて 畫く。 其 勢、 奔騰 龍 蛇の 如く、 圖樣 斬新に して、 前 輩 
不傳の 妙を 得 /: りと 稱 せらる。 古來 宗敎晝 の壯嚴 なる 者を 
除きて は、 またかくの如き金壁畫ぁるを見す。 

門人 山樂 •友 松 ぁり。 共に 近 江の 人な り、 山樂 名は 光 賴と云 

.  - \ .“，  "一  , 

ふ。 秀吉の 命に 由て、 永 德の 門に 入り、 狩 野 氏を 胃す。 好んで 動 
物畫を 作り、 鷹の 圖は其 尤も 得意と する 所な り。 又 時 樣の風 
俗畫 を晝 く。 之れ そも^^ 後世 浮世 繪の發 端な 友 松は、 ま 
た畫 法を 永德に 學び 、曾て 朝鮮に 渡る ◦宋の 梁 階の 風を 慕 ひ、 
減 筆を 以て 人物を 晝 く。 其 褶襞 少なき を 以て、 世に 之を 袋畫 
と 云 ふ。 /: '  ,  • ' 
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長長 雲 雲 

歿慶谷 谷 谷 谷 
歲長川 川 等 派 
七十 等 派顏祖 
十五 伯祖 

二 年 


本 時代は、 狩 野の 晝風 、天下を 風靡し、 其 盛名 晝 壇を 壓 し、 金 
碧の 濃 彩 燦爛たるを 喜びし も、 又 其 半面には、 茶道の 流行と 
相 副 ひて、 しきりに 淡 墨晝行 はれたり。  ，こ：  . 

雲 谷 等 顔 •長 谷川 等 伯 雪 舟の 晝 
四 風を 趁ひ 、之を 祖述す る 者に、 雲 谷 等 
I  顔と、 長 谷川 等 伯と あり。 等 顔は、 肥 前 
顯 M の 人に して、 毛 利 家に 仕 ふ ◦始め. 狩 野 
1 1 松榮に 就て 學び、 後、 雪 舟の 山水 晝卷 

部 七  . 

雲 氏に 因て 其 眞髓を 得た 9 ◦雪 舟の 晝風 
_  に、 大に寫 生を 加へ たる 技倆は、 本 時 

筆 

代 山水 晝 中の 白眉たり。 此派 を紹述 
する を 雲 谷 派と 云 ふ。 


r:  vvy, 今-- . 
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等 伯畫說 の 著 
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等 伯は、 越 前の 人な り。 また 松榮 に 就て 學び、 後、 雪 舟の 畫を 
慕 ひ、 自ら 雪 舟の 後と 稱す。 後、 江戸に 下る。 老年 筆力 亳も衰 へ 
Vj りきと 云 ふ。 

此他 •動物 晝家 にして、 曾 我 派の 遺 流に、 曾 我 直 庵 •土 岐洞文 
あり。 俱に 鷹 #1 の畫に 長ず。 
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第 七 章 江戸時代 s K ls s ^ l ? ;2 釀 


德川氏 文運の 

隆盛と 繪畫 0 

發達 


德川 氏、 元 和 偃武以 來、 三百 餘 年、 天下 靜謐に して、 庶民 設 富* 


文運 隆盛を 極めし かば、 藝 術の 發達は 前古に 比な く、 前代を 


承け たる 狩 野. 派の 外、 新ら たに 起れ る晝 派と して、 浮世 繪ぁ 

\  '  _  •ノ 

り。 寫生晝 あり。 土 佐 •住吉 派の 再興 あり ◦南 宗晝 •西洋 晝 の傳來 


あり ◦或は 濃艷 なる 者、 淸疎な る 者、 或は 装飾的なる もの、 寫實 


的なる 者、 各種 各體 、技巧を 異 


て 競 ひ 起り、 互に 角逐せ る 


有樣 は、 正に 百花 爛漫たるの 觀 ありき"  , 
以上 諸派、 其起點 の、 江戸 •京都を 中心とした るは、 勿論な 


と雖 ども、 ま /: 其 他の 地方な 


ぁらす、當時文化一般に普 


及して、 美術の 愛用 四民に 亙り、 鑑賞の 流行、 地方に 弘 まりぬ。 
そも^^-之れ 德川氏 封建の 制度と、 昌平の 餘澤 とに 起因す 
る 所に して、 かくの 如きは、 絕 ぇて 前代に なき 所な り。 

當 代、 繪晝の 大勢は、 之を 二期に 別つ を 得べ し。 慶 長ょり 元 
祿 頃に 至る までと、 明 和 •安永 頃ょり 文化 •文政 頃に 至る まで 
と、 之れ なり ◦前者は、 狩 野 派 全盛期に して、 此 派に 探幽 •常 信 •山 
樂 •山 雪 あり。 英 一蝶 あり。 浮世 繪に、 菱 川師宣 あり ◦土 佐 派に 光 
起 あり。 裝飾晝 に光淋 あり。 初め、 戰 國の餘 風を 受け、 尙 武的氣 
風に みち、 狩 野 派の 如きは、 槪ね峨 崚勁拔 の 趣 致に 富みし k 


第 七 章 江戸時代 


五三 


く 目 奉 I: •淸元 
利 行 舶畫祿 
のの 載 盛 頃 
職 下し じよ 
を r- 長長り 
置 畫畸畸 明 


師宣 、光淋 等は、 元祿の 驕奢を 受けて、 其晝風 一 變 せり.。 後者は、 
京都に 於け る 文人 晝 と、 寫生晝 との 蹶起に して、 文人 晝に大 

雅堂 •藤 村 等 ぁり。 寫生晝 に、 圓 山應擧 ぁり。 蓋し 狩 野 派の、 探幽 

以後、 法度. 格式に 拘泥して、 其畫 の千遍 一律、 ま /: 新 意を 求む 

るな きに 際し、 逸雅疎 淡なる 文人 晝 と、 精緻 妍麗な る 寫生畫 

の、 時人の 好 尙を惹 きしは、 自然の 數 なり。 

そ もく 南宗晝 は、 承應 以来、 歸化禪 僧、 隱元 •木# •卽非 等の 

戯 墨に、 其 端を 發し 、ついで、 淸 人伊孚 九の 来朝と、 舶載 明淸晝 

とに 刺戟せられ て、 勃興せ るは、 尙宋元 漢畫の 東 山 時代に 於 

ける、 が 如し ◦最初 京都に 起 9 て、 江戸に 及びぬ。 又 九州は、 其 流 

傅の 門戸なる が 故に、 夙に 流布せ り。 かくて、 文化 •文政 •天 保 頃 

に 及びて は、 內 外の 畫風渾 和 融合して、 其發 達の 極に 達し、 江 
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戶に畢 山 •抱  一 •文 辱 豐國 •北齋 •江 漢等 あり。 京 •攝 •九州に、 吳春 •景 
文 •岸 駒 •應瑞 •應震 •素 絢 •狙 仙 •竹 田 •介 石 等 あり。 晝界 の群芳 、一時 
に亂發 して 妍を爭 ひぬ。 以下 更に 流派を 分ち て、 之を 叙 說せ 
ん とす 

第 I 節 狩 野 派 

狩 野 派は、 當代に 入りて、 德川 幕府に 徵され て、 其繪 所と な 
りぬ。 帝 n に繪 所と なりし のみなら す、 諸侯の 畫を需 むる 者、 總 
ベて 此 派の 晝 家を 招聘せ しか ば、 之れ ょり 宗支門 葉、 いょい 
ょ榮 ぇて、 晝壇の 全權を 掌握し、 苟も 畫を學 ぶ 者、 一度び は、 斯 
派の 門戸を 窺は ざる 者な きに 至りぬ。 

前代、 永 德の 後に、 子 光信 あり。 光信の 弟、 孝 信に 三 子 あり。 守 
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春濱  勝  狩 木 

年 大川町 歿明川 四 年 明 野 挽 
七 正 友 狩 年治雅  殁治探 町 
十 元 信 野 五十 信  年 二美 狩 
年  十二  五十 守 野 

沒  七 年  十六 貴 


狩 野 永 德 

明治 二十 四 
年疫年 七十 

八 

中 橋 狩 野 

鍛冶 橋 狩 野 


駿河臺 狩 野 

洞 雲 益 信 

元祿 七年妓 

年 七十 
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信 •尙信 •安信と 云 ふ ◦守 信 (探 幽) 別に 一家を 起 し  >  か ば、 二子 尙 
信、 父の あとを つぎ、 三 子 安信は、 又 入りて 伯父 光信の あとを 
繼け り。 之れ より 狩 野 家は、 別れて 數軒 となりぬ。 されば 世俗 
に 其 屋敷 地の 名を とりて 之れ をよ び、 宗家なる 安信の 家を、 
中 橋 狩 野と 云 ひ、 守 信の 家を 鍛冶 橋 狩 野と 云 ひ、 尙 信の 家を 
木提町 狩 野と 云 ふ。 中 橋 狩 野は、 光信より 十一 代、 晴 雪永德 (永 
惪) を 以て 終り、 鍛冶 橋 狩 野は、 十二 代 探 美 守 貴を 以て 終 9、 木 
挽 町 狩 野は、 孝 信 以來 十代 勝川雅 信を 以て 終れり。 又尙 信の 
子、 常 信の 二子、 隨川岑 信、 將軍 家宣の 命に 因て、 別に 一家を な 

/.  I 

せる を 濱町狩 野と 稱す ◦八 代 春 川 友 信を 以て 終る。 

以上 四 家の外、 探 幽門 人 洞 雲 益 信の、 探幽の 養子と なり、 故 
ありて、 後に 別家を 爲す 者、 之を 駿河臺 狩 野と 稱す ◦九 代 洞 春 

V  、•： .—，、  I, : 」 r ‘； h; 、 . 、， r  f  い. し.-. プ . 、‘ l. . l- r ve 


狩 狩 京 
年 慶野野 狩 
六 安山 山野 
十四 雪樂 
三年 
殁 


洞 春秀信 
明治 十七 年疫 


秀信 にして 終る。  . 

狩 野 家は、 孝 信の 三 子、 悉く 江戶に 召され たれ ども、 永 德門 
人山 樂の 後の み、 依然 京都に 止まれり、 之を 京 狩 野と 稱 す」 山 
樂義 子、 山 雪 名手たり。 山 雪 子永納 文藻を 好み、 鑒識に 長 じ、 本 
朝 畫史を 著は す。  ， 

そも^^ 狩 野 派は、 かくの 如く 宗族 支 家、 繁榮 して 幕府の 
重用に あ ひ、 閥閱 高く 標置 して、 所謂 町 繪師を 睥睨し 富貴 權 
勢倂せ 得たり し、 が、 中に も、 木 挽 町 狩 野 家は、 六 代 榮川典 信、 七 
代 養 川 惟信 父子、 特に 將軍家 治の 寵を 得て、 其 勢力、 他の 同族 
を 凌ぎ、 敎を乞 ふ 者、 尤も 多く、 其 門に 麕集 せり ◦され ども、 寵 遇 
の 厚き は、 又 他面に 於て 弊な きを 得す。 富貴 逸樂 は、 何日し か 
遊隋偸安と變じ、絕ぇて技術の進步を企てす。されば、近古の 
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五 七 
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五八 


狩 野 探幽 

延寳 二年歿 

年 七十 三 


晝 聖探幽 の、 一度 起り てよりは、 後 また 俊 邁の士 を 出さ t' ◦晚 
年、 木 挽 町 狩 野、 晴川養 信 •勝 川雅信 等、 折から 開西晝 1 の 新風 


潮に 激 せられて、 從來の 祖先 粉本 嚴 守の 弊を 破り、 廣く 古法 
を繹 ねて、 新 意の 發圖を 企てし も、 ついに、 家 學の 衰微を 免 [EI 


する に 由な 


狩 野探幽 探幽 、名は 守 信、 探幽 は其雙 白蓮 子の 號あ 


狩 

牙 

探 

幽 


狩 野 永德の 孫、 孝 信の 長子た るは、 旣に 


桃 


柳 

㈣㈣て 將軍德 川 家 寧 秀忠に 謁し' 元 和 三年、 
幕府の 繪所 となる。 後宮 內卿法 印に 叙 


述ぶ るが 如し。 慶長 十七 年、 江！！ 一に 上 


せらる。 父 夭折せ しか ば、 晝を狩 野 興 意に 學 び、 年ゎづ 


> 


十五 歳に し. て、 二條 城の 障壁に 晝 く。 爾来、 縱橫揮 灑兀々 


て已 ます。 老 來意氣 加は りて、 筆力 益<盛 なり、 されば 其 筆蹟 頗 
る 多し" 探幽 、和漢 古今の 名畫に 於て 殆んど 究め Vj るな く、 粉 
本 蓄積 山を 爲 す。 かゝる 基礎の 上に、 自家 獨 得の 法を 立てし 

かば、 諸家の 長所 渾 然として 

初 一本  1 > 

畫圖圖 融合し、 東 山 時代 以降の 漢晝 

卷 4* 元 

s  S2U はこ >  に 全然 日本的に 醇化 

畫侯 書て 舜 

1 爵 さ其擧 して 溫雅 簡浄 の探幽 風を 生 
i ㈣ 3 J  ぜり 。世に 探幽を さして. 狩 野 

r If ^ TX c 

野 ?^ 兀ら  家 中興の祖と 稱す るは、 良に 

M i;c ゆ  — 

>Jy 

n 探 幽の娃 女、 淸原雪 信、 探幽 
(: 學び 、其 法を 得たり。 識者、 又 
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鶴 神 桃 久 
澤足田 隅 
探 守 柳 守 
山 周榮景 


狩 野 常 信 

正德 三年 殁 
歳 七十 八 
常 信 幼時 庭 竹 
の 月 1: うつれ 
る 4> 見て 其 描 
法 4* 悟ろ 


久隅， 守 景 

探 幽門 下 四 天 

王 


日本 美 r 史敎科 書  六 〇 

女流 晝家 中興 第一と 爲す〇 

探幽 歿後、 狩 野 家の 妙手と L て、 只 狩 野 常 信 あるの み。 常 信 
は、 木 挽 町 狩野尙 信の 子な 9 ◦養 朴と號 し、 法 印に 叙 せらる 。 和 

歌を 善くし、 晝を 伯父 探 幽に學 び、 其 
盆 技 探幽に 譲らす。 

別  探 幽門 下の 俊才と して、 久 隅守景 
¢1- あり。 守景 は、 加賀の 人な り。 守 景の畫 

筆  ， ' 

_ を、 探 幽皇 の 筆と 思 6f しこと 

池屢‘ ありき と 云 ふ。 

博  狩 野 門下の 俊秀と して、 守 景と當 

氏 

藏時雙 絕と稱 せらる ゝを英 I 蝶と t 
一蝶は、 狩 野 永眞妾 信 © 門より 出づ一 


英 一蝶 

享保 九年妓 

年 七十 三 


一蝶の 慣用畫 專ら 滑稽 的 趣味 ある 浮世 繪を晝 き、 輕 妙の 筆墨、 奇警の 意匠 

題 •座頭の 喧嘩 

mf ;ll0 ㈣ 共に. 人の 意表に 出づ 。一蝶 また 俳諧を 好み、 文藻に 秀づ。 

4 0 口な 冊 等 

狩 s il I  狩 野 光一！! 15 の 門に 興 意 あり。 探 幽の師 にして 名手 /: り # 野 

寬永 十三 年妓 

松 花 堂  -山樂 の 門に 松 花 堂 あり。 名は 興乘 、松 花 堂、 又猩々 翁と 號す C 山 


寬永 十六 年 
歿年 五十六 


城、 男 山 八幡、 灑本坊 の 僧な り。 書に H にして、 三 藐院近 衞信尹 
公、 本 阿 彌光悅 と共に、 寬永 三筆と 稱 せらる。 又 牧溪潑 墨を 學 
びて、 尤も 其 旨 趣を 得。 時人 之を 推 重す。 此墨戯 に 倣 ふ ものを 


稱 t M 


松 花 堂 流 

年ぐ 四 一  兩 刀の 劍 法を 以て 名高き 宮本二 天、 ミた. 晝を 善くす、 海 北 


曾 我蕭白 

天明 三年 殁 

年 五十 四 
蕭白應 擧の晝 
4» 罵りて 繪圖 
と ti t 


友 松の 門人たり。 

曾 我蕭白 前代 曾 我 氏の 遺 流に、 曾 我蕭白 あり。 自ら 曾 我 
蛇足の 後裔と 號し、 京都に 住して 一家を 成す。 性 頗る 猜狂 、其 
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六 


す 所 光  土 
:元 歿慶佐 
、以 年長 光 
I こ來 七十 吉 
復の 十八 
舊繪五 年 


土 佐 光起 

元祿 四年较 

歳 七十 五 


書 一 また 常に 奇恠 迷靈 にして 變幻 

% 

百出す。 但し 筆力の 剛健なる は、 常 
人の及ぶ听にぁらす。 


条 ； . ' 一 


第二 節  土 佐 派 

土佐家は、光信の後、また振はず。 

前代に 於て 家系 斷絕 し、 殆ど 衰微 
を 極めたり し、 が、 其 後、 泉 州境に 於 
て、 門人 光吉と 云へ る 者の 孫に 光 

起 あ 9 ◦光起、 再び 帝室の 繪所に 補 せらる ゝに 及び、 こ ゝに土 

I >  • 

佐 家 復興す るを 得た 9。 

土 佐 光起 光起、 場ょり 出で ゝ京 都に 移り、 從五 位下 左 近 


^ :ふ： ;^ ’ • 

黄 t 


山 

水 

圖 

^) 

我 

費 

白 

筆 

高 

松 

西 

村 

眞 

明 

氏 

藏 
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六 二 


II 落 土 
光欵佐 
起な 晝 
I こ署 I こ 
始す印 
ろる！^ 


•  \ 

光起 宋李 安忠 
の 圖 1: 倣 ひて 
鶏 圖な得 意と 


衞將監 に 任ぜられ、 次いで 法 橋に 叙 せらる ◦光起の 筆、 温雅 敦 

%  *  \ 

厚に して 氣品 あり。 當 時、 狩 野 探 幽と竝 び 稱 せられて、 名手 /: 
り。 光長 •光信 •光起を 土 佐の 三筆と 稱 す。 但し 光起の 畫は 、狩 野 

派と、 宋 元の 筆致 風格と を 加へ し 
鶏 かば、 所謂 在来の 土佐晝 とは 同じ 
M からす ◦子 光成 父に 學 びて 又繪所 
M 預た り。 

筆 

^  光吉の 男に、 廣通 あり。 後西 院天 
I 皇の 叡旨に ょりて、 住 吉慶恩 (鎌 倉 

富 

け 時代 住 吉の繪 所) の あとを つげり。 

_ 薙髮 して 法眼に 敍 せ、 る。 之を 住 
吉如 慶と稱 す。 是に 於て、 久しく 廢 
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住 吉如慶 

寬文十 年 ^ 

年 七十 二 


歲寬吉 
七 永 具 
十二 慶 
五 年 


土 佐 派の 復古 


田 中 訥^ 111  口 

安政 六年歿 


宇喜田 I 董 

安政 六年殁 

年 六十 五 
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滅 せし 住吉家 、又 再興 せらる。 子廣澄 亦薙髮 して 具 慶と稱 す 。 
德川 綱吉に 召されて、 幕府の 繪所 となる ◦之れ ょり江 戶の土 
佐 派を 生ぜり。 

I  光起の 畫 、其 家風を 一變 し、 頗る 土 佐 派の 本領を 失 ひし か 
ば、 文政 天 保の 頃、 之れ が 非を 論じて、 復古 說を唱 ふる 者 出で 
來りぬ 。田 中訥言 •宇喜多 一蕙 •岡 田爲恭 之れ なり。 

田 中訥言 訥 言は、 名 古屋の 人に して、 京都に 住す、 當時 、土 
佐 派の 家格を 失 ひ、 萎靡 生氣な きを慨 し、 自ら 春 日光 長 •藤 原 
信 實等古 土 佐の 筆蹟を 究め、 一家を 成しぬ。 有職 故實 (: 明か 
に、 古代の 衣冠 殿閣を 寫 して 其 精を 盡す。 ， , 
宇喜多 I 蕙  一蕙 は、 京都の 人な り。 畫を訥 言に 學 び、 又 藤 
原 信實に 法と り、 有職 故實を 究む二 蕙 、又 書を 善くし 好んで 


圖基定 江 大語物 昔 今 
筆 恭爲田 岡 
藏誼物 博 室 帝 


本 

歿寬阿 
歲永彌 
八十 光 
十四 悅 
二 年 


作，，/''"*^ 

'  w： 


王の 事蹟は 世の 知 
る 所な 9。 

岡 田 爲恭 爲恭 

は、 元と 狩 野 派に 學 
びし も、 好んで 土 佐 


岡 田爲恭 

文久 三年 歿 

歲四 t 三 


派を 研究し、 光長 •信 

{貫 等の 筆致を 得、 また 法 念 上人 行狀圖 を曉寫 する こと 兩三 


囘、 行 筆 精緻、 設色 鮮麗、 古 土 佐 復興 家中の 第一 能 手た 


で 和歌を 詠す ◦其 勤 


第三 節 裝飾晝 派 

寬 永の 頃、 本 阿 彌光悅 あり。 晝を狩 野 永德に 學 び、 又 書に 巧 
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本 阿 彌光悅 U 
寬永 三筆の 一 
人な リ 
俵 屋宗達 
寬永頃 


尾 形 光琳 

享保 元年 歿 

年 五十 九 


なり。 書卷 •紙箋 の下繪 より 工夫して、 一種 洒脱の 文樣 的繪晝 
を 作れり。 光悦に 次いで 宗達 あり。 宗 達、 本姓は 野 村、 俵 屋と號 
す。 金澤の 人な り ◦法 橋に 叙 せらる。 師承詳 ならざる も、 狩 野 派、 


又 土 佐 派を 究め、 又 光悦に 傚 ひて、 特殊の 裝飾晝 を 創めた 


-9 


而 して 是 等の 晝風を 大成した 


風 


野 


雷 N るを 尾 形 光琳と す。 

神 隸 

J 達 伯 


の爵 


風 

け# 德金屋 と 
, 4- 川 

模達 


尾 形 光琳 光琳、 名は 方視雁 
號す。 京都の 吳服 商な A 


法 橋に 叙 せらる。 晝を狩 野 常 信 
1 U 藏に學 び、 又 古 土 佐の 晝 法を 參酌 
潷の し、 專 ら光脫 •宗 達の 遺風を 慕 ひ、 


遂に 之を 大成して、 一家の 機軸 


一の 繪風屏 •草 秋 
し r- 繪 裏の 圖 前) 
圖 本て し對 I こる 


七 


酒 

歿文井 
歲政抱 
七十 一 
十一 
二 年 


謂 光琳 式 之れ なり。 弟に 乾 山 
あり。 製陶を 以て 著は る。 又 書 一 
を 善くす。 

酒 井 抱 一  光琳の 衣鉢を 


=  5 襲ぎ、 装飾 畫に掉 尾の 異彩を 

M 面 地 

，な 放てる を 酒 井 抱 一とす。 抱- 


筆 


金 

地 

た 


は、 元と 播州 姬路 城主 酒井忠 


巧㈤ 之の 實弟 なり。 江戸 根 岸に 隱 


と 云へ り。 光琳の 畫は又 尤も 多く ェ藝 界に應 用 せらる。 所 


を 作れり。 而 して 其 装飾的 晝 風に 於て は、 實に 古今に 超絶し、 
一意 匠の 縱橫 他に 匹儔を 見す。 古人 之を 激賞して、 其 常を 轉じ 
て奇 となす の 技倆は 天性に 出で、 强學の 能く 到る听 にあら 


尾 形 乾 山 

寬保 三年 妓 

歳 八十 一 
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伊藤 苔 ヰ 

寬政 十二 年 
殁歲 八十 五 


棲して 鶯 村と號 す。 幼より 晝' を 好み、 沈 南蘋の 晝を學 び、 又 狩 
野 派 •土 佐 派 •浮世 繪を も參 酌し、 其 後 光琳の 畫 風を 慕 ひ、 隔世 
の 弟子と なりぬ。 花卉に 長 じ、 庭前 常に 草花を 栽 It して 之を 


寫 生し、 以て 研鑽せ 
き 所 其 特色たり。 


りと 


云 ふ。 陚 彩妍麗 


て 韻 致 風 尙の高 


伊藤 若冲 天明 •寬 政の 頃、 京都に 伊藤 若冲 ぁり。 若冲 世々 
菜 蔬を商 ひ、 若 狹屋仲 兵 衞と稱 す： 仍て號 とせり。 初め、 狩 野 派 

を學 び又宋 元の 名蹟を 
模 せし、 が、 旣 にして 徒ら 
に 前人の 踨蹟を 步趨す 
る ことの 無益なる を覺 
り、 つ ひに 寫 生に 志し 專 


(詳未 者 筆） 部 一の 繪風 屏根彥 
藏 氏直忠 伊井 爵伯 


リ彥代 浮 
根 表 世 
屏 的繪 
E 作 初 
繪品 期 
めじの 


第 四 節 浮世 繪派 

•前代の 末ょり、 自ら 社會 
好尙 の變遷 して、 繪晝界 に 
時 俗圖の 出現を 見る に 至 
りぬ。 固より 之れ 土 佐 派、 又 
は 狩 野派晝 家の 手す さび 

に 出で、 署名す る 者 すら あ 
らざ りし、 が、 岩 佐勝以 出づ 


ら 花卉 翊毛 を晝 きて、 こゝに 一新 格を ひらきぬ ◦蓋し 一種の 
装飾的 描寫 法に して、 しかも 光琳とは 別 調たり。 其 畢生の 大 
作と して、 花卉 大幅 三十 六幀 あり。 今 御府の 葳に歸 す。 
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六 九 


ゎ以 歌照武 
リ 自 仙宮藏 
筆 扁藏國 
の 額 三 川 
落 U 十 越 
欵勝六 東 


岩 佐晓以 

慶安 三年 唆 
歲七 十三 


萎 川師宣 

疋 德 四年疫 

歳 七十 七 


石に 及びて、 浮世 繪晝 家を 以て 自ら 標榜し、 以て 時樣の 風俗 


を畫 きぬ。 之れ そ も 


浮世 繪の 濫觴な 


岩 佐勝以 岩 佐勝以 は、 又 岩 佐 又兵衞 とい ひ、 世俗に 所謂 
浮世 又兵衞 のこと なり。 元、 織 田 信 長の 臣 、荒木 村 重の 遺子に 


三  勝頤、 C 
十 a の^ 
六 岩の 筆 II 


歌 佐 人 癖 
仙 勝 物め 

柹以 畫リ 

k-  i 
_  { 

人  皆 

磨  長 


越 

東 

照 

宮 

藏 


して、 畫を土 佐 家に 學び 、越 
前 福 井 (: 流寓 せし、 が、 寬永 
中、 德川家 光に 徵され て、 江 
戶に 行けり ◦古来、 又 兵衞に 
關 する 誤傳 多く、 其 作品 又 


M 鵠を 得、 がた かりし、 が、 輓近其 家系と 眞筆 とを 發 見して、 始 


めて 多年の 疑問 氷解せ 


菱 川師宣 又兵衞 についで 起 9 しを、 菱 川師宣 とす。 師宣 
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は、 安房の 人な り。 江戸に 出で ゝ縫箔 を 業と せし、 が、 遂に 晝家 
となる。 其師受 する 所を 知ら ざれ ども、 只管、 又 兵衞の 筆意を 
なら ひて、 市井 狹斜の 風俗を 畫き 、自ら 署名して 日本 繪史 、又 


錦 繪の始 1: 丹 

繪紅繪 漆繪等 


大和 繪師 と稱 す。 之に 於て か、 又 兵衞に 始ま 


浮世 繪は 、師 


宣 14 及びて、 いよ 


旗幟 鮮明に なりぬ。 師宣 、又繪 本、 竝に 


宮川戛 春 

寶曆 二年歿 

歳 七十 一 


枚繪の 印行を エ 風し、 肉筆の 外に 版 畫を晝 けり。 此繪 本は、 後 

に江戶 時代、 平民 文 學の發 達と 共に、 色々 に變 じて、 小說 本の 

一  <  '•一  ■  ' 

揷繪 となりぬ。 又 一枚 繪は、 後に 二 枚 •三枚の 續晝 となり、 又 其 
着色 法 も、 漸次 進歩して、 數囘摺 合せの 法案 出せられ、 遂に 所 
謂 江 戶錦繪 を 完成す るに 至りぬ。 されば、 師宣 は、 又 版 晝の開 
祖 たり。 

師宣以 後、 浮世 繪晝 家の 輩出す る 者、 續 々たり。 宮川長 春 •勝 
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勝 川 春 章 
寬政 四年殁 
歳 六十 七 

% 居 ^ 信 
享保 十四 年 
疫歲 六十 六 

‘ 鳥居 派の 畫 (1 

蚯蚓 描瓢簟 足 

4» 以て 特色と 

す 

奥 村 政 信 

明 和 五年歿 

歳 七十 ■九 

鈴 木 春 信 

明 和 七年歿 

歳 五十 三 

北 尾政演 

文化 十三 年 

歿歲 五十六 

多 喜 川 歌 麿 

文化 二年歿 

歳 五十 三 


歌 川 派 祖 

歌 jll 豐春 

文化 十一 年 

歿歳 八十 


川春葶 鳥居 清 信 •奥 村 政 信 •鈴 木 春 信 等の 名手 あり。 鳥居 淸信 

は、 丹 繪をェ 風し、 又專ら 、歌舞伎 芝居の 繪 看板に、 其 特色を 發 
揮し、 奧村政 信は 漆繪 •浮繪 を 創め、 鈴 木 春 信は、 「ふき ほかし/か 


美  ら摺」 の H 夫 者たり。 かの 名高き 

\ 橫 

J :M 戯作 家、 磐 瀨京傳 、また 其 半生は 


原 

富 


勤 

I ^ ±1 浮世 繪畫 家と して 丹青を 揮 ひ- 


歌 

磨 

筆 


郞 


ば 北 尾 政 演と云 


藏 


長夸春 章の 


跡を つぎて 出で たる 浮世 繪晝 


家に 喜 多 川 歌 麿 ぁり。 尤も 美人 晝に長 じ、 其 婉美纖 麗當代 及 
ぶ 者な L と稱 せらる。 

浮世 繪派中 最も 其晝 系の 永く、 門 流の 多き を 歌 川 派と す。 
祖 歌川豐 春' 豐 後ょり 出で ゝ 江戸に 來 り、 浮世 繪を 以て 一家 


も、 の國二 
エ真歲 元 世 
夫 尤七治 歌 
I こも 十 元 川 
っ賦 九年豐 
と 彩  歿國 


田舍海 氏繪は 

國貞の 筆な^' 


をな す。 門人 豐國 出づ るに 及びて、 其 名 初て 盛な 9。 

歌 川豐國 豐國は 一陽 齋と號 す、 夙に 豐 春の 門に 學び 、美 
人晝*竝に俳優の肯像畫に長じ、其畫ける歌舞伎俳優の錦繪 

は、 都鄙 爭 ぅて 之を 求 t; るに 
繪_ 歌 至る。 門人 五 渡 亭國貞 、また 出 
れ* 豐 藍の 譽ぁ .り。 入りて 其 後を 繼 

一の 國 

筆 ぎ 二世 豐國 と稱 す。 

そも^^ 豐國 •國貞 等の 盛 
時は、 恰も 文化 •文政の 頃に 際し、 江戸時代 文運の 正に 其 極に 
達した る 時期な りし かば、 其 描寫の 妙は、 印刷術の 進歩と 相 
俟 つて、 一層 錦 繪の發 達を 促、 がしたり。 曾ては 數 種の 色彩を 
摺合 はすに 過ぎ ざり し、 が、 豐國は 二十 餘 囘を摺 合は すに 至 
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歌 川豐國 

文政 八年投 
歳 五十 七 

豐 國小說 本の 
挿畫 4* 晝 くこ 

と 三百 五十 餘 

種畫な 請 ふ 者 

門前 市な ti: -t£ 

りと 云 ふ 
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歌 川重廣 

安政 五年歿 

歲六 十二 

廣重 東海道 五 

十三 次 圖の外 

諸國 kE 景圖江 

戶 百景 圖等 か 

畫けり 

葛 飾 北齋 

嘉永 二年殁 

歳 九十 

北齋 ま r: 北齋 

漫晝 > 著 U し 

H 藝界 I : 裨益 

マろ 所 多し 菱 

川宗理 •晝 狂老 

人 •載 斗. 雷 斗 •雷 

震 •辰齋 •辰 政 等 

の 雅號 あり 


り、 國貞 は、 更に 進んで、 五十 餘囘を 重さね、 なかには 金銀 螺鈿 
を 加へ て、 五彩 絢爛、 人目を 驚かす 者 あり。 之れ ょり江 戶繪 、又 
吾妻 錦繪の 名、 江湖 內 外に 暄傳 せらる。 

歌 川の 門より 出で ゝ 、別に 風景 畫を 以て 名を なせる を 歌 
川廣 重と す。 廣重 偶， 事を 以て、 東海道を 旅行し ける に 思 ひつ 
其 寫生圖 を 錦 繪に上 ほし ゝ、 が、 頗る 其 着想の 新ら しき 


きて‘ 


を 以て、 大に 世人の 喝采を 博せ 的 ノ。 

葛 飾北齋 多方面の 畫才を 以て、 浮世 繪晝， 家中の 一地 步 

を 占む るを、 葛 飾 北齊と 

東 

11 1= す。 北齊 、初め 勝 川 春 章に 

美北 田 ^ 

JA ^ C# 说學び しも、 更に 狩 野 •土 佐 


圖筆氏 

藏ラ 


又は 支那 •西洋 晝等 、各種 


月  西  雛 

歲天岡 歳寶川 歲寬屋 
七 明 雪 八曆祐 七 文 立 
十六 鼎 十 元 信 十九 圃 
七 年 .一年  二 年 
歿歿殁 


の 長所を 取りて、 之を 研究し、 寫 生を 以て 之を 變 化せり。 され 
ば、 其 造詣す る 所、 頗る 深く、 人物 •花鳥 •山水 等、 物と して 晝かざ 
るは なし。 肉筆の 外、 又 當時發 行の 小説 本に して 馬 琴 •種彥 等、 
其 他の 作に 係る 者に して、 北齊の 揷晝に 因らざる はなし。 又 
北齊の 名は、 和 蘭人を 經て 、夙に 歐洲に 知られ、 西 人の 之を 見 
る、 猶 日本 晝の 代表者た るかの 觀を爲 し、 斷 片零楮 、尙 千金を 
値せり、 北齊 ，雅號 屢ノ變 じ、 十數 囘を數 ふ。 北 齊の號 は、 文化 八 九 
年 以降 用 ふる 所な りと 云 ふ。  、 
浮世 繪は、 江戸の 外、 京 •攝 にも あり。 京都には 菱 川師宣 以前 
に 雛 屋立圃 あり。 正 德の頃 、浮世 繪の聖 手と 呼ばれた る 西 川 
祐信 あ％ 大阪 には、 月 岡 雪 鼎 あり。 美人 晝に 長す。 
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S 那畫の 1 1 派 
と 南宗畫 の傳 
來 


文人 畫 


第五 節 南 宗畫派 

支那 晝に 、南北 二 派 あり。 南 宗派 •北 宗派と 稱 す。 北 宗晝は 唐 
の 思 李訓を 以て 祖 とし、 南 宗晝は 同く 王 維を 以て 祖 とす。 も 
と、 之れ 後人の 命名す る處 にして、 筆者は、 當初 より此 區 別を 


し 


樹 て、 畫 きしに ぁら ざり き。 され ども、 其 地理 的關 係ょ h 

4  / 

て、 自ら 南北 晝 風の 相違を 生じ。 北 宗晝は 蒼 勁に、 南宗 晝は輕 
輭 に、 個々 別樣の 觀を呈 する に 至りぬ。 爾来、 支那 歴代の 間に 
於て、 此兩派 盛衰 消長 ぁり。 北 宗晝は 何日し か衰 へ、 南 宗晝獨 
り 熾に して、 元ょ 9 明淸に 及び そ、 尤も 其 盛を 極めたり。 中に 
も淸 初に 在つ ては、 優 遊 風雅の 思想 一代を 覆 ひ、 士大夫 •文人 
にして、 畫を 作る 者 多く、 南 宗晝は 一層 詩文と 相 合して (所謂 
文人 晝) 當 時の 翰墨 界を 傾倒したり。 而 して 此晝風 は、 享保中 


す 十 I こ 一伊 
餘 來年孚 
年り 始九 
間 爾て享 
往来 日 保 
來二本 十 


彭城百 川 

寶曆 三年 ® 

歳 五十六 

祗園 南海 

寶曆 元年 妓 

歳 七十 六 

柳 里 忝 

寳禮 八年投 

歳 五十 三 • 


池大雅 

安永 五年孩 

歳 五十 四 

大雅 曾て 指頭 

晝 ^> 能く -T 人 

の 之 4> 見て 窮 

鄕僻邑 筆 r- 乏 

しき 所の 寶と 

すべし と 云へ 

る 1: 慙 •ちて 之 

4* 止む 


淸 人伊孚 九に 因て、 始て我 邦に 傳 はり 来りぬ。 之を 足利時代 
能阿彌 等に 依て 傳 へられし 古南 晝に對 して、 明淸南 晝と稱 
す 0 

伊孚九 、屢 <來 朝して、 頻りに 其 古 淡蕭蹀 なる 山水 晝を 作る 
や、 其晝 風は、 い /: く 時人の 心を ぅごかし、 折から 興隆せ る 支 
那文 學の幫 助に ょりて、 此 晝の發 達を なせり。 而 して 其 最初 
に 現 はれた るを 彭城百 川 •祇園 南海 •柳 里恭 等と す。 しかも 之 
を 大成した るは 大雅 堂な り。 

池大雅 大雅 、姓は 池、 名は 無名、 大雅 は其號 なり。 別に 九 霞 
山 樵 • 二 岳 道 人 等の 號 ぁり。 初め 伊孚 九の 筆蹟を 學 び、 又 柳 里 
恭 •祇園 南海に 益を 請 ひ、 以て 文人 晝の 肇祖 となる。 大稚又 書 
を 善くす。 其 妻、 玉瀾 、また 大 雅に學 び、 頗る 其 技に 長ぜ り。 大雅、 
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(筆 雅大 池） 圖車 停林楓 
藏氏郞 次 丹田 吉京東 


圖漁 歸溪春 
筆 村 蕪 謝 
藏氏衞 兵 利 田 村 江 近 


を 菁津蕪 
以の毛 村 
て 產烏其 
號地村 生 
となの 地 
する 蕪攝 


胸襟 磊落、 規矩に 
抅 泥せ t 一代を 
擧げて 奇行 多し、 
其 晝の飄 逸洒脫 
にして 韻 致の 高 
き 所、 人の 能く 及 


ぶ所にあらす。 

謝 蕪 村 大雅と 同時に 京都に 在て、 俱 に、 文人 晝 開拓の 功 


を 貢 ふ 者を 謝 ® 
村と す。 藤 村、 性は 
與謝 、名は 長 庚、 蕪 
村は 其號 、又 春 星 • 
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3 浪 

天明 四年疫 
歳 七十 八 


謝 ii 村 

天明 三年 疫 

歳 六十 八 


野 呂介石 

文政 十一 年 

投歲 八十 一一 

中 林 竹 洞 

嘉永 六年殁 

歳 七十 八 

山 本 梅 逸 

安政 四年殁 

歲六 十八 


夜半 亭 等の 別 號 あり。 蕪 村 俳人と して 著名なる は、 世 旣に定 
評 あ. り * 村、 初め 畫を彭 城 百 川に 學び 、又 元 明 諸 大家の 遺墨 
を 研究す と 云へ ど、 藤 村 自らは、 吾に 師な し、 古今の 名 晝を以 
て師 となす と 云へ りしと、 そ。 蓋し 師 承の 得た る 所ょり、 天才 
自然の 造詣 多き に 居るな らん。 其 山水は、 大雅の 疎 逸と 趣を 
異にし、 明晝の 精巧を 奪へ 9。 蓋し 大雅と 蕪 村とは 當代覇 を 
なすの 好適 手なる べし。 藤 村 また 減 筆の 草 畫に長 じ、 一點一 
劃に して 忽ち 形象を 具 ふ。 所謂 俳晝な り。 田 能 村 竹 田 之を 評 


して、 用筆 行 墨、 簡便 巧黯 、別 


體を 開ら くと 云へ 90 


大雅 •蕪 村の 呼 號に 因て 起れ る 南宗晝 は、 爾来、 年毎に 新手 
の崛 起を 催が し、 文政 •天 保の 頃に 及びて は、 斯 派の 驍勇 雲の 

如くに 輩出せ り 1? 呂分石 •中 林 竹 洞 山 本 梅 逸 •岡 田 半 江 •浦 上 
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渡  .高  釧木三  日長  賴貫  田  浦  岡 
哎天邊 歿天久 歳 文 雲 歲慶下 歲萬浦 歳 明 高 崎 歳 天山歲 文名 歳 天 能 歲弘上 歲弘田 
歲保蓽 歲保靄 五 化 泉 六 應逸五 延梧八 治 鐵派五 保 陽 七 久海五 保 村 六 化 春 六 化 半 
四十 山 四十 崖 十八 十二 雲 十 元 門 十四 翁 十三 十三 屋 十六 竹 十三 栗 十三 江 
十;！  十二 三年 七 年 二 年 一年  三年 八 年 九 年 田 八 年 五 年 
九 年  九 年  殁殁投  寂  殁殁  殁殁殁 
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春 栗 由 能 村 竹 甲 貫 名 海屋等 之れ なり。 中に も 竹 洞の 山水、 梅 
逸の花十汁、俱に精妙を極む。竹田は南豐文人晝の祖にして、詩 
文に 長 じ、 其 著 山中 人 饒舌は、 當 代に 於け る繪畫 評論の 白眉 
たり。 賴 山陽 亦 餘技 として 晝 筆を 試み、 其 作、 耶馬溪 圖卷は 著 
名な 9。 此ほ か、 文政 五 年、 淸人江 稼 圃の長 崎に 來るゃ 、其 門に 
日 高 鐵翁 •三 浦 梧 門 •木 下 逸 雲 等の 所謂 長 崎 派を 出せり。 

南宗晝 は、 長 崎を 門口と して、 流傳 せし が 故に、 先づ關 西に 

-  - 

於て、 大いに 發達せ し、 が、 其關 東に 及 ほせし は、 肥 前の 人、 釧雲 

泉の 功に 歸す。 雲 泉に 次で 高 久靄崖 •渡 邊拳山 •椿 椿 山 等 輩出 
し、 以て 關 東南 晝の一 派を なせり。  一 

渡 邊搴山 華 山 名は 登、 3 華 山は 其號、 三 河の 人な り。 幼に し 

て 令 丁 苦 刻 具に 艱難を 甞 む。 始め 儒學に 志せし、 が、 後變 じて 


椿 椿 山 

安政 元年 殁 
歲五 十四 
天 保 十二 年 十 
月 十一 日畢山 
屠 腹の 前日 魯 
生の 圖 4> 作る 


谷文晁 

天 保 十四 年 
殁歲 七十 八 


晝を 金子 金 陵 (: 學 
ぶ。 又 谷 文 晁の敎 を 
)^ ;! w 受く 。其 歷 史上の 事 
は 筆 ば 蹟 は、 世の 知る 所な 

圖藏 1; 

り。 華 山專ら 明淸晝 

/ 

蹟を 研究し、 淸王石 谷の 山水、 揮 南 田の 花鳥 晝を 喜び、 又洋晝 
に 私淑して、 頗る肯 像 畫に長 じ、 當 時、 其 作品に 陰影を 施せる 
もの あり。 山水 人物 •花 馬 皆 之を 善くし 縝密な る もの、 疎 淡な 
る 者、 水墨設 色、 一として 可なら ざるな く、 晝 相の 變 化、 新 意の 
流露' 蓋し 當 代の 偉觀 たり。 一代の 傑作と して、 千 山 萬 水圖牛 
公高 門圖 •耕 織圖 •魯生 圖等あ 9。 門人 椿 椿 山 其 衣鉢を つぐ。 

*  .V  ' 

谷文晁 南北 合 派を 標榜して、 別に 文化 •文政 頃の* 斯道 界 
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り以  に 盛名を 馳 せた 

0 伯 

1 0  るを 谷 文 M とす。 

W 谷 德 

7k  11J 日 一 D 文晁 は、 江戸の 人、 
圖筆氏 寫山樓 と 號し法 

藏 

眼に 叙 せらる 0 夙 

に宋 •元 •明の 名蹟 をした ひ、 又 雪 舟 •探幽 の 筆意を 悟り、 是 等を 
折衷して、 一機軸を 出せり。 山水 •花鳥 •人物、 皆 精妙な れど も、 わ 
けて 山水と 人物 畫 とに 長ぜ り。 又靑綠 .山水は、 最も 其 得意と 
する 所に して、 結構の 緊密、 設 色の 古雅、 殆んど 明 人と 席を 爭 
ふに 似たり。 文麗 、田 安家に 仕へ、 白 河樂翁 公に 知られて、 集 古 
十 種を 晝 き、 石山 緣起を 補修し、 又は 日本 名山 圖繪 等を 著は 
す。 皆 世に 行は る。 


文晁 精力 抜群 
古書 畫堆裡 1. 
筆な 揮 ひ兀々 
として "P ます 
曾て 戲 1: 詠 じ 
て 日く 

文晁の 好き U 

月夜 1: 来の 飯 

つとめ か V さ 

す 何日 も 朝 お 

き 
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ざ 勵之寸 め 珍る VJ る應 
リ少 |こ 暇 月 重 主 下ゃ擧 
合 し應了 i:  I こ しで 庶 上の 
とも じ L 請 日 其 民 王 名 
云 倦て 應ふ r- 畫 I こ 公 盛 
ふま 勉擧て 索 4 •至よ な 
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A 四 


の 譯官熊 代熊斐 ，づ 其 門に 入りて、 父子 之を 學び 、又 熊斐の 
門より、 宋紫石 父子を 出せり。 之より 南蘋風 一世を 風靡し、 遂 
に寫生 派の 巨擘、 圓山 應擧を 出す の 動機を 與へ ぬ。 


第 六 節 寫生晝 派 

圓 山應擧 大雅 ょり 稍， 遅れて、 京都に 寫生 派の 巨擘、 圓山 
應 擧出づ 。應擧 は 丹 波の 人な り。 名は 主 水、 又應 擧と改 む。 家 世 
々農を 以て 業と す。 應擧 、幼ょり 畫を 好み、 京都に 出で、 狩 野 


子 

圓  爵 

山山 岡 

擧 J ^ 精 

央韩一 

映, 一 

像 _ 氏 


派の 晝家 、石 田幽 汀の 門に 學び 、又 倭 
漢の 古名 蹟を模 し、 わけて 錢舜擧 •仇 
英 •唐 寅 等の 晝風を 喜ぶ。 又 沈 南蘋の 


藏寫 生と、 西洋 晝とを 研究し、 遂に 一格 


熊 代熊斐 
安永 元年 疫 
歳 八十 

宋紫石 

安永 九年疫 
歳 六十 五 


圓 山應擧 

寬政 七年歿 

歳 六十 三 

應擧の 名は 其 

墓へ る 錢舜擧 

の 名 1: 出づと 

云 ふ 


伊勢 小 律 興右衞 門氏藏 


(筆 擧應 山圓） 一の 幅 雙圖魚 鯉 


と 微之 筆の 白 だ 其 羅繪但 七 寺 し應 
云 妙 精姿畫 井し 他 神 讚 馬 福 圓て擧 
へ 睪緻娬 な 華 世社岐 大圖滿 近の 
り 顯匠媚 評 陽  上 襖 金 乘瀑院 江 作 
無心 設 L 應  に 繪刀寺 布 七三 品 
遺 之 色て 擧 夥 等比 襖圖難 井と 


を ひらく。 所謂 圓山派 之れ なり。 之れ ょり 關西 の晝壇 、爲 めに 
一變 し、 其 流風餘 韻、 ひいて 現代に 及びたり。 

應 擧の晝 は、 寫生を 以て 主と す。 田 能 村 竹 田、 曾て 之を 評し 
て 意 態 性情 一々 眞に迫 まりて 窮盡 せざる はなしと 云へ り。 
蓋し 應擧 は、 古来の 粉本 模倣を 以て 層と せす、 自ら 進んで、 實 
物の 眞 と、 其 活躍 生動の 態を 寫 さん ことを 努め /: り。 されば、 
寫 生に 關 する 逸事と して、 臥 猪、 祇園 社 鷄圖の 話な ど、 世に 傳 

へ る 

應 舉の晝 、能く 花卉 竹 石の 眞を 穿ち、 鯉 魚 •狗兒 •鷄 等、 殆と生 
動す るが 如きの 妙 ありとは、 嘖 々人の 稱 する 所。 但し、 山水 圖 
は、 溫藉の 一面に 拘 し、 人物 畫に 至りて は、 氣品 甚だ 下れり。 之 
れ 頗る It しむべき 事と す。 
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八 五 


子應瑞 •應受 ぁり。 應瑞の 子に 應震 ぁり。 いづれ も、 家風を 紹 
ぐ。 應擧の 盛時に 當てや 、其 門に 遊ぶ 者、 千餘 名を 以て 數 ふと 

云 ふ 就中、 長 澤蘆雩 森徹山 •山 口 素 飾 •駒 井源玲 •渡 邊南岳 •僧 月 

f 吳月溪 •皆 川淇園 等 多士濟 


物 

畫廣 
卷島 
の 保 
一田 

部 八 

十 


長 

澤 

蘆 

雪 

筆 


吉 

氏 

藏 


々として 斯 派の 驍將た り。 

長 澤蘆雪 蘆 雪は、 山 城 •淀 
の 人な り。 人となり、 幕 落 豪 放 
にして、 覇氣に 富み、 其 神來の 
鬼才は、 師家の 繩 墨に 覊 せら 
れ す。 爲に其 作品の 往々 常軌 
を 逸せる 所 ある も、 また 穩健 
にして、 壯跋の 筆な きに あら 
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八 六 


應瑞 

文政 十二 年 
殁歲 六十 四 
應受 

文化 十二 年 
殁歲 三十 九 
應震 

天 保 十一 年 

殁歳 五十 

僧 月權 

文化 六 年 寂 

歲八 十九 

皆 川棋園 

文化 四 年 没 

歲七 十四 

長 澤蘆雪 

寬政 十一 年 

没 歳 四十 五 


森森  森 
歲文狙 歳 明 一 殁天徹 
七 政 仙 七 治 鳳 歳 保 山 
十四  十四  六十 

五 年  四 年  十二 

殁  殁七年 


駒 井 源 琦 

寬政 九年殁 
歳 五十一 
山 口 素 絢 
文政 元年 疫 

歳 六十 

渡 邊南岳 

文化 十年疫 

歳 四十 七 


« 

駒 井源琦 源琦 は、 京都の 人な り。 蘆 雪と 倂 せて、 應擧 門下 
の 二 哲と稱 せらる。 され ども、 兩者 全然、 性格を 異にし、 源琦 は、 
着實 老熟、 唐 美人 晝に 長す。 山 口素岣 また 京都の 人、 邦 俗の 美 
人晝を 善くし、 源琦 と對稱 せらる。 渡 邊南岳 また 京都の 人に 
して、 後、 圓山 派を 江戶 に傳 へたり。 森徹 山は、 森 狙 仙の 義子に 
して、 圓山 派を 大 阪に擴 ろむ。 徹 山の 義子に 森 I 鳳 あり。 

森 狙 仙 狙 仙は 大阪の 
料 爵人 (或は 長 崎の 人と 云 ふ) (: 
㈣❹ して、 近古に 於け る 動物 晝 
| ㈣の 大家な り。 初め 狩 野 派を 
學び、 後 寫 生を 專ら にし、 常 
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A  A 


徂仙柴 野 栗 山 

の 贈 詩 1: より 

て 其號な 吹む 


四條派 祖 

吳月溪 

文化 八年殁 

歳 七十 


に 好んで 猿を 晝き 、又 狸を 晝く 、猿を 晝 くに、 或は 深山幽谷を 
跋渉し、 或は 自ら 庭樹に 之を 飼 ひ、 以て 親しく 其 活躍 嬉戯の 
狀を 研究せ り。 故 (: 其 描く 所、 姿態 百出、 變 化の 妙を 極めざる 

なし。 狙 仙、 初め 祖仙 と號 す、 後 之を 


狙 仙に 改む。 

吳月溪 月溪 、初め 姓は 松 村、 名 
は 春、 月溪は 其號な りしが、 後 故 あ 


て 姓を 吳 、名を 春と 改め、 吳春 


稱す 、京都の 人な り。 はじめ 晝を 燕 

村に 學び、 後、 應 擧の晝 格を 喜びて、 

之に 倣 ふ。 卽ち蕪 村と 應擧 とを 倂 

* 

せて 一家を 成す。 其 家、 京都 四條通 


松 村景文 

弘化 元年 殁 

歲六 十五 

岡 本豐彥 

弘化二 年殁 

歳 六十 八 

柴 田義董 

文政 二 年殁 

歳 四十 


あるを 以て、 世人 其晝 風を 稱 して、 四條 派と 云 ふ。 

月溪、 行 墨淸 潤、 橫筆斜 掃の 沒骨 描に、 最も 其 特色を 發揮 


又 刷毛を 用 ふること 多し。 蓋し、 京都の 晝は 應擧 出で 


> 


變 


し、 月 溪出づ るに 及びて、 更に 二變 せり。 然れ ども 寫生 派た る 
に 於て は、 其 規一 なり。 月溪、 常に 門 生を 敎 へて 日く、 翰墨の 技 
は、 古を 師 として、 古に 泥ます。 古來 名家の 長所を 取つ て、 之を 
折衷し。 以て 別に 一機軸を 出すべし と。 其 意の ある 所を 知る 
べし。 門下 又 一代の 俊髦 多し。 

松村景 文は、 月溪の 弟な り。 月 溪の晝 法を 受けて、 花卉に 長 
じ、 其 淡彩 精妍 、兄に 譲らす。 

岡 本豐彦 、また 月溪 門下 第一の 俊才たり。 山水に 長 じ、 其 技、 
遙か に景 文の 上に 出づ 。他に 柴 田義董 あり。 人物 晝に長 じ、 山 
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山 脇東暉 
天 保 十年殁 
歳 六十 三 
西 山芳園 
慶應 三年 疫 
歳 六十 四 
岸 派祖 
岸 駒 

天 保 九年殁 

歳 九十 


岸岱 

襃應 元年 殁 

歲八 十四 

連山 

安政 六年殁 

歳 五十六 

白 井 華 陽 


脇東暉 あり。 道 釋晝に 秀でた 


〇 


景 文の 門に 西 山芳園 あり ◦大阪 の 人に して、 ま /: 名手たり。 

岸 駒  圓山 •四條 派の、 京 •攝を 風靡せ る 時に 當 SN て、 また 寫 
生ょり 出で，、 別に 一旗 幟を 樹 て、 應 f 月溪の 諸家と、 相 角逐 
したる を 岸 駒と す。 岸 駒 •姓は 佐 伯、 名は 駒と 云 ふ。 加 賀金澤 の 
人な り。 京都に 出で ゝ 、有栖 川 宮家の 臣と なり、 後 朝廷に 仕へ、 
從五 位下 越 前 守， に 任ぜら る。 岸 駒の 晝は 、其 花卉 翎 毛の 巧は、 
南蘋に 出で、 其 他、 宋 人の 法 格に 得る听 多し。 常に 虎を 得意と 


して 畫け り。 但し、 晚年 、覇氣 を 使 ひて 筆墨を 弄し、 特に 顫筆厭 
ふべき 者 あり。 子岸岱 家風を 紹ぎ 、弟子 連山 京都の 人に して、 


四條 派を 晝く。 晝乘 要略の 著者、 白 井 華 陽は、 越後の 


人に して、 


ま /: 岸 駒の 門に 出づ 


の吉享 
禁宗保 
な洋五 
解 書 年 
く 輸將 
入 軍 


我國現 存 最古 
の 西洋 畫は天 
正 年中 作と 稱 
する 各國 帝王 
騎馬 圖 (松 平 子 
蔵) 支 倉 常 長肯 
像 (伊達 伯 蔵) 並 

1: 南部 伯藏洋 

畫古 屏風 等な 

り 

山 田 右 衞門作 


第 七 節 西洋 晝 

西洋 晝は、 前代の 初めに 於て、 旣に 基督教と 共に、 本邦に 傳來 
したりし かど、 繪畫 として 之を 學ぶ ものな かりき。 爾來 、基督 
敎 の國禁 と共に、 其 模本を さへ 失 ひしが、 寬永 中、 肥 前 天草 殘 
黨の 一人、 山 田 右衛門 作と 云へ る もの、 西洋 畫を ょくす るを 
以て、 江戶に 召された りと 云へ ど、 其 技 一代に 止り て、 また 他 
に傳 はらす。 將軍德 川 吉宗の 、西洋 學 術の 輸入を 獎勵す る や、 

百般の 典籍と 件 ひて、 i た 西洋 畫は 流傳 し來れ り、 其 寫實的 
描法と、 遠近法とは、 忽ち 在来の 日本 晝に 影響し、 華 山 •應擧 •北 
齊 等の 晝 風に 及び、 殊に 浮世 繪は 、西洋 晝の 刺戟に 因て、 工夫 
せられた る こと 頗る 多し。 此 時に 當 りて 西洋 畫家 として、 自 
ら油 晝を晝 きしを、 司 馬江漢 とす。 

第 七 章： 江戸時代 第 七 節 西洋 畫  九 一 


變ひ江 

刻始天 

司 

じに 漢 

すめ 明 

歲文馬 

芝 胡の 

て 三 

七 政 江 

居粉畫 

銅 年 

十元漢 

書繪 U 
割 1: つ 

版 江 

4 •漢 

二 年 
疫 

日本 美術史 敎科書  九 二 

J  K  /  .  % 

司 馬江漢 江漢は 江戸の 人な り。 初め 
爲狩野 派を 學び 、又 浮世 繪を晝 き、 明 畫をも 
J 模せ しと 云 ふ。 後、 長 崎に 赴き、 蘭人に 就き 

圖 

s て 始めて 西洋 畫を學 びたり。 當時繪 具 其 
g 他 晝材を 得る の 道な かりし かば、 江 漢一 

筆 

s( 々自ら 之を 製す るに 苦心せ り。 され ども、 

田 

W 其畫 、もとょり 未だ 幼稚に して 土人の 翫 

K- 

氏賞を惹くに至らず、又之を受けて、大成す 

藏 

べ^ の-'^ なか. SN き。 

江漢 、又 銅 版畫を 試みぬ。 門人に、 亞歐堂 田 善 •安田 雷 州 ぁり、 
銅版晝 は、 圖樣 精緻、 方寸の 裡 に、 諸國 名所 圖等を 印刷せ しか 
ば、 人々 之を 奇 とし、 大に 世に もてはやされ、 忽ちに して 三 都 


の そき 目鏡繪 
等 1: 用ゐら る 
ろ r- 至る 
文久 元年 川上 
冬 崖 蕃書 調’. 所 
の 出 役と なる 
之れ 西洋 畫な 

調査す る 始 ^ 


畫 運の 衰微と 

文人 畫の 流行 


に 傳播せ 


江漢 の油繪 は、 遂に 中興の 功を なさ t して、 市井の 間に 沒 
し 去りし が、 其 後. 幕末 西洋 學術 技藝の 修得を 圖 るの 際、 蕃書 
調 所に 於て、 又 西洋 晝の 研究に 着手したり。 


cm?  t 明治天皇 明治 元年よ ;^ 今上 


天皇 1: 至る 二 代 五十 餘 年間 


明治の 維新は、 非常なる 變革 なりき。 爾後 十數 年間、 舊來の 
事物、 多くは 破壊せられ て、 建設は 未だ 起らず。 専ら、 西歐 物質 
的 文明の 輸入に 汲々 として、 人の また 美術の 何たるを 談 f' 
る 者な し。 狩 野 •住吉 の 諸家は、 世祿 を沒 せられ、 爾 餘の畫 家、 ま 
た 其 生業を 失 ひ、 流離 困 厄を 極めた 9 しが、 た •ゝ此 際、 前代 末 
に 於け る餘 勢と、 維新 志士の 好尙 とに 醞釀 せられて、 文人 晝 
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九 三 


川 

歿明上 
歲治冬 
五十 崖 
十四 
四 年 


安田 老山 
明治 二十 八 
年 投歲 六十 
六 

中 西 耕 石 
明治 十七 年 

殁歳 七十 八 


奧原睛 湖 

大正 二年歿 

歲七 十六 

平野 五岳 

明治 二十 六 

年寂歲 八十 

三 

田 能 村 直 入 

明治 四十 年 

歿歲 九十 四 
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の 流行を 來た し、 は 斯界に 於け る 一の 變兆 ならん。 

當 時、 文人 晝家 として、 東京に 安田 老山、 京都に、 中 西 耕 石 あ 
り。 共に 盛名 嘖 々たり ◦老 山は、 美 濃の 人、 晝を 日高鐵 翁に 學び、 
又 支那に 航し て、 研鑽 年 あり。 歸來 東京に 住す。 不覊 豪邁に し 
て 人に 下らす。 耕 石は、 日根對 山の 門な り。 筆力 勁跋 にして、 覇 
氣に滿 つ。 又淸 人、 鄭板 橋に 私淑し、 福 田 半 香の 門ょり 出で た 
る 女流 畫 家に 奥 原晴湖 あり。 

豊 後に、 平野 五岳 あり。 眞宗の 僧な り。 又 古 竹と 號 す。 田 能 村 
竹 田の 門に 學び 、詩 •書 •晝 三絕を 以て 名 あり。 竹 田の 義子 直 入 
また 父の 衣鉢を 襲ぎ て、 畫名 京阪 間に 高 かりき。 

西洋 畫は 、幕末に 設けられし 蕃書 取調 所 (後の 開 成 所) 出 役 
に、 川上 冬 崖 あり。 蘭 書に つきて 畫 技を 敎授 したりし、 が、 是ょ 


東京 美術 學校 
設立 

第一 间 帝室 技 
藝員 

橋 本雅邦 
幸 野梅嶺 

森 寬 齋 
野 □ 幽谷 
田 崎 草 雲 
狩 野 永 } i 
瀧 和亭 

狩 野 派 
狩野劳 崖 

明治 二十 一 

年殁歲 六十 


進會を 開設せ り。 かくて 維新 以來 、跋扈を 極めし 文人 畫は、 頓 
に閉 息して、 形を ひそめぬ。 

ついで、 明治 二十 一年 政府は、 東京 美術 學 校を 設立し、 專ら 
日本 晝の敎 育に 勉 め、 同 二十 三年、 宫內 省に 於て、 帝室 技藝員 
を 置かせられ、 以て 其 優遇の 途を 開かせた まへ り。 

この 前後に 於け る 日本 晝家 各派の 重なる 者を 擧ぐれ ば、 

狩 野 派に 狩 野芳崖 •橋 本雅邦 •狩 野永蒽 •狩 野 守 貴 等 ぁり。 

狩 野芳崖 芳 崖は、 長門豐 浦の 人、 狩 野 勝川雅 信に 學び 、橋 

本雅 邦と 共に 木 挽 町 繪所門 生 中の 俊 


i 


狩 

野 

芳 

崖 


髦た り。 夙に 狩 野 派の 法 格に 拘束 せら 


肖る a をい さぎよ しとせ t 鋒 ^ を 現 

像 

はして、 師の 怒に 觸れ しと 云 ふ。 維新 後 
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四 年 明 本 
殁治雅 
歲四邦 
七十 
十一 


菊 地容齋 

明 冶 十一 年 

歿歲 九十 I 


窮乏 辛慘を 極めたり し、 が、 後年、 其 名 始て顯 はる。 實に 東京 美 
術學 校の 創立者たり。 名高き 慈母 觀音圖 は、 畢生の 大作に し 
て、 稿を 改 t; る こと 再度、 其 端麗 壯嚴の 筆、 現代 佛敎晝 として 
また 他に 匹儔を 見ず。 

橋本雅 邦は、 武藏 、川 越 藩の 人、 江戸に 生る、 芳崖 歿後、 東京 美 
術學 校敎授 として、 畫 運の 復興に 勉 む、 尤も 水 墨 山水に 長 じ、 

.  -  て 

一代の 耆宿 たり。 現代 大家に して、 其 門に 出 づる者 多し。 

狩 野 派に あらざる も、 もと 狩 野 派に 學び、 後、 諸 法を 參 酌し 
て、 一家を なせる を 菊 地容齋 とす。 容齋 、名は 武保、 江戸の 人、 好 
んで 忠臣 孝子の 圖を畫 く、 故實を 質して、 服飾 器玩を 明かに 
す。 曾て 前賢 故實を 著は し、 孝 明 天皇より、 日本 晝師の 稱を賜 
はる。 其寫生 的描寫 法は、 在来の 人物 畫 法を 一變 す。 容齋 、又 文 
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水  月笨  杉 雲  中 光  川  守  山 土  河 

三年 明 野 四 年 明 岡 世 九 年 明 谷 谷 九 年 明 野 淋九年 明 邊五年 明 住 七 年 明 名 隹九年 明 錫 
殁治年 投 治芳綣 殁治雪 派 殁给其 派 殁治御 殁冶貫 殁治貫 住 殁治狂 
歲 四方 歳 二 年 派 歲二樵  歲二明  歳三楣 歲二魚 歳 三薮百 歳二齋 
四十  五十  六十  五十  六十  八十  六十 派 五十 

十一  十五  十八  十五  十八  十五  十五  十五 


筆に、 長 じ 其隨筆 •詩集 共に 世に 行は る。 

狩 野 派ょり 出で ゝ 、歌 川 國芳の 門に 學び、 常に、 飄逸簡 狂の 

筆を揮 ふを 河 鍋狂齋 とす。 好んで 厲 鬼幽靈 、其 他 滑稽 晝を晝 
〇 

く 

土 佐 •住吉 派に 山 名 貫義荏 吉弘貫 門) 守 住 貫 魚 (同上) 川邊御 
楣 (土 佐 光文 門) 等 あり。 山 名貫義 は、 東京 美術 學校 敎授 に して、 
帝室 技藝 員たり ◦光琳 遺 派に 中 野 其 明 あり。 雲 谷 派に 杉 谷 雪 
樵 あり。 浮世 繪 派には 近代の 大家 月 岡芳年 あり。 芳 年、 大 蘇、 又 
一 魁 齋と號 す。 初め 歌 川 國芳の 門に 學び。 後 菊 地 容齋の 前賢 
故實を 喜び、 又 葛 飾 北齋を 慕 ひ、 遂に 獨 得の 一生面を ひらき' 
浮世 繪の 描法を 一變 す。 所謂 芳年 風と して、 一時 大に 世に 行 
はる。 門人 甚 多く、 水 野 年 方 •稻野 年恒等 尤も 顯 はる。 維新 後、 雜 
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幸  荒  野  川  柴寫佐  田  瀧  野南稻 
年 明 梅 歳 大木 八 年 明 村 歳 大端五 年 明 田 生 歲明竹 四 年 明 崎 二 年 明 和 八 年 明 口 宗殁明 野 
疫治嶺 八 正寬 殁治文 七 正 玉 殁治是 畫七治 永 疫治草 殁 治亭- 殁绐幽 畫歲治 年 
五 二 森 十四 畝 歲四擧 ト ニ 章 歲二眞 派 十七 海 歲三雲 歲三  歳 三 谷 派 五四恒 

十 十 五 年  五十 二 年  八十  二 年  八十  七十  六十  十 十 

二八  殁  十四  殁  十五  殁  十一  十四  十一  年 
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誌 新聞の 揷晝 家の 多くは 其 門下たり。 

南宗畫 派には、 野 口 幽谷 •瀧 和亭 •田 崎 草 雲 (文晁 門} 佐 竹 永 海 
(同上) 等 あり。 野 口 幽谷 •灑 和亭 は、 共に 椿 椿 山の 門に 出で、 老山 • 
晴湖 一派の 疎 勁なる に 似 す、 頗る 渾厚 精緻なる 南 宗晝な り。 
幽谷 章 雲 共に 帝室 技藝 員たり。 

寫生 派には、 東京に、 柴 田是眞 •川端 玉 童 If 村文擧 •荒木 寛 畝. 
京都に 森寛齋 •幸 野梅嶺 •今 尾景年 •久保 田 米 f 鈴 木 百 手 岸 竹 
掌 熊 谷直彦 •望月 玉 泉 等 あり。 是眞は 蒔繪師 にして 畫 家を 兼 
ね、 清新 洒脱の 筆を 以て 名 あり。 川端 玉章 •荒木 寬 畝は、 東京 美 
術學 校敎授 にして、 又 共に 帝室 技藝 員たり。 幸 野梅嶺 •岸 竹 堂 
は、 關西晝 壇の 重鎭 にして、 共に 帝室 技藝 員たり。 中に も 京都 
に 於け る 現代 大家に して、 梅嶺 門下に 出 づる者 多し。 


望  熊  岸  鈴  久今  森黑 

歳 大月歲 大谷殁 明 竹 八 年 明 木 五 年 明 保 尾 一年 明寬田 
八 正 玉 八 正直 歳 治 堂 殁治百 殁 治田景 殁 治齋淸 
十二 泉 十二 彥 七三  歲二年 歲三米 年 歳 二  輝 

年 六 年 十 十  六十  五十 僱  八十 
疫  殁 二 年  十四  十五  十七 


西洋 書 一の 振興 


文部省 美術展 

贊 會 開設 


一時 沈滞せ し 西洋 畫は 、明治 二十 九 年、 東京 美術 學 校に 西 
洋晝 科を 增設 せられて、 再び 振興の 氣 運に 向 ひぬ。 當時黑 田 
清 輝、 佛蘭 西ょり 歸り來 りて、 教授の 職に 在り。 專ら佛 蘭 西 新 
派の 油 繪を傳 ふ。 之れ ょり 公私の 人に して、 西洋 晝 研究の 爲 
に海外に留學する者歡からず。 

日本 畫 の、 流派 的 拘束を 破り、 自由 研究を 以て 新 意を 試み 
たるは、 旣に芳 崖 其 端を 開けり。 爾來 年と 俱に此 傾向 盛に し 
て、 或は 西洋 晝の 手法を 參 酌し、 或は 奈良牟 安 時代の 古法に 
則り、 又 西洋 畫家 にして 東洋 的 趣味を 加 ふるな ど 樣 々にエ 
夫す る 者 多し。 

政府は、 旣に 美術 學校を 建設して、 まづ 之れ、 が 敎育 につと 
め、 又 內國勸 業 博 覽會を ひらき、 美術部を 設けて、 屢‘之 れ、 が獎 
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